
北陸新幹線小松駅開業（3/16）北陸新幹線小松駅開業（3/16）

１日も早い全線整備の実現へ１日も早い全線整備の実現へ

大会企画として、3月15日(金)、16日(土)の2日間、小松駅周辺で物産展を開催します。
石川の食材を使ったグルメが多数出店。そのほかにも駅周辺では様々なイベントが開催されます。
詳細は5ページをご確認ください。
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経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【被災復旧について】
・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年2月20日現在）

（4）

（2,130）

令和6年度（1月
末まで）認定実績

6　件

3,480万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.20％
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

1　件

300万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

1　件

1,840万円

■物価高騰対策等総合支援特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.00％以内
　・期間 10年

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 15年以内

8　件

16,839万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

金融情報

予約制

記帳・税務
相談

・無料納税相談室を開設しています。
日時　3月1日（金）～3月14日（木） 10：00～16：00

※土・日・祝日を除きます。
協力：北陸税理士会小松支部
※詳しくは下記をご覧ください。

2件     725万円
創業者分

2件     660万円
女性若者シニア分

14件 5,121万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 ： 3月7日、14日、21日
　　　（毎週木曜日）
　　　13：00～15：50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）
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令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年2月20日時点
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分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
〈災害支援枠（令和6
年能登半島地震）〉
HP

2次：未定

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

なりわい再建支援補助金に関
するお問い合わせ先
0570-076-225

未定

商店街復旧
事業補助金

被災したアーケードや街路灯
等の復旧整備にかかる費用
及び、来街を妨害するよう
な障害物の除去費を補助。

上限額なし
補助率：3/4 未定

商店街にぎわい
創出補助金

災害の影響により、来街者
数及び売上が減少した商店
街が実施する「にぎわい創出
の取組み」を定額補助。

100万円 2次：3/12
3次：4/19

伝統的工芸品
産業支援補助金
（災害復興事業）

伝統的工芸品（国指定）の製
造を再開するために必要な
下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

1,000万円
補助率：3/4

雇用調整
助成金

一定要件で、休業手当等を
助成。
令和6年能登半島地震の災
害に伴う特例措置が実施さ
れています。
措置内容の詳細はHPをご覧
ください。

8,490円/日
補助率：
2/3（大企業）
4/5
（中小企業業）

申請受付中

国

国

国

県

県

県

伝統工芸事業者
再建支援事業費
補助金

伝統的工芸品（県指定・稀少）
の製造を再開するために必要
な下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

県

1,000万円
補助率：3/4

2次：未定

未定

令和5年度予備費
「地域商業機能複合
化推進事業（被災商
店街等再建支援事
業）」HP

経済産業省
中部経済産業局
産業部 製造産業課
052-951-2724

石川県経営支援課
伝統産業振興室
076-225-1526

雇用調整助成金HP

商店街にぎわい
創出事業補助金HP

令和6年能登半島地震により災害を受けた当所会員及び
小松市内の事業者の支援を行うため、「特別相談窓口」を
次のとおり設置しています。

令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口

令和６年能登半島地震に　
関する事業者向け情報はこちら▶

令和６年能登半島地震被害に　
関するご相談のご予約はこちら▶

相 談 方 法   小松商工会議所窓口・電話・オンライン
相 談 時 間   9：00～17：00（土・日・祝日をのぞく）
　　　　　　　オンラインは10：00～17：00
お問合せ先　小松商工会議所 中小企業相談所 経営支援課
　　　　　　　TEL：0761-21-3121

2

中小企業相談所コーナー

3 小松商工会議所［2024.3］

能登半島地震支援情報



経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。
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・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。
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※随時対応しております。

資金繰り安定のため
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（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年2月20日現在）

（4）

（2,130）

令和6年度（1月
末まで）認定実績

6　件

3,480万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.20％
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

1　件

300万円
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・無料納税相談室を開設しています。
日時　3月1日（金）～3月14日（木） 10：00～16：00

※土・日・祝日を除きます。
協力：北陸税理士会小松支部
※詳しくは下記をご覧ください。

2件     725万円
創業者分

2件     660万円
女性若者シニア分

14件 5,121万円
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関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 ： 3月7日、14日、21日
　　　（毎週木曜日）
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☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）
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（小松商工会議所経営支援課）

日
商
珠
算
検
定
・

暗
算
検
定
・

段
位
認
定
合
格
者

（
令
和
6
年
2
月
11
日
実
施
）

日
商
珠
算
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・

暗
算
検
定
・

段
位
認
定
合
格
者

（
令
和
6
年
2
月
11
日
実
施
）

第
230
回
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

３
級 

岡
本
　唯
愛
　  

吉
田
　湊
飛

表
　優
莉
奈
　  

北
西
　悠
雅

4
級 

木
村
　菜
羽  

　南
出
　憲
進

5
級 

小
池
　藤
丸
　  

下
出
　惣
太

6
級 

瀬
名
　亮
太

7
級 

本
多
　杏
圭
　  

森
　
　菜
月

古
川
　幹
　
　  

井
戸
　琢
登

8
級 

加
納
　想
大
　  

瀬
藤
　月

第
308
回
暗
算
検
定
合
格
者

1
級 

瀬
名
　陽
香

3
級 

中
谷
　梨
乃
　  

東
出
　栞
奈

4
級 

下
出
　惣
太
　  

瀬
名
　亮
太

山
田
　唯
愛
　  

山
口
　凌
央

下
口
　晃
佳

5
級 

本
田
　雄
真

第
140
回
段
位
認
定

総
合
暗
算
認
定

西
　彩
萌（
弐
段
）

下
出
　妃
夏（
準
弐
段
）

令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年2月20日時点

補

助

金
・
助

成

金

分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
〈災害支援枠（令和6
年能登半島地震）〉
HP

2次：未定

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

なりわい再建支援補助金に関
するお問い合わせ先
0570-076-225

未定

商店街復旧
事業補助金

被災したアーケードや街路灯
等の復旧整備にかかる費用
及び、来街を妨害するよう
な障害物の除去費を補助。

上限額なし
補助率：3/4 未定

商店街にぎわい
創出補助金

災害の影響により、来街者
数及び売上が減少した商店
街が実施する「にぎわい創出
の取組み」を定額補助。

100万円 2次：3/12
3次：4/19

伝統的工芸品
産業支援補助金
（災害復興事業）

伝統的工芸品（国指定）の製
造を再開するために必要な
下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

1,000万円
補助率：3/4

雇用調整
助成金

一定要件で、休業手当等を
助成。
令和6年能登半島地震の災
害に伴う特例措置が実施さ
れています。
措置内容の詳細はHPをご覧
ください。

8,490円/日
補助率：
2/3（大企業）
4/5
（中小企業業）

申請受付中

国

国

国

県

県

県

伝統工芸事業者
再建支援事業費
補助金

伝統的工芸品（県指定・稀少）
の製造を再開するために必要
な下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

県

1,000万円
補助率：3/4

2次：未定

未定

令和5年度予備費
「地域商業機能複合
化推進事業（被災商
店街等再建支援事
業）」HP

経済産業省
中部経済産業局
産業部 製造産業課
052-951-2724

石川県経営支援課
伝統産業振興室
076-225-1526

雇用調整助成金HP

商店街にぎわい
創出事業補助金HP

令和6年能登半島地震により災害を受けた当所会員及び
小松市内の事業者の支援を行うため、「特別相談窓口」を
次のとおり設置しています。

令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口

令和６年能登半島地震に　
関する事業者向け情報はこちら▶

令和６年能登半島地震被害に　
関するご相談のご予約はこちら▶

相 談 方 法   小松商工会議所窓口・電話・オンライン
相 談 時 間   9：00～17：00（土・日・祝日をのぞく）
　　　　　　　オンラインは10：00～17：00
お問合せ先　小松商工会議所 中小企業相談所 経営支援課
　　　　　　　TEL：0761-21-3121

2

中小企業相談所コーナー

3 小松商工会議所［2024.3］

能登半島地震支援情報



1.27倍

1.71倍

金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.4％

1.5％

156万人

（前月2.5％）

（7～9月期）

（前月169万人） 1.27倍

（前月1.28倍）

（前月1.64倍）［原数値]

（前月1.16倍）[原数値]

1.83倍 1.95倍 1.58倍 1.70倍 1.27倍

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、人手不足や物価
高等で力強さ欠き、悪化
先行きは、国内需要の停滞
懸念とコスト増で厳しい見方

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
11
．4（
前
月
比
▲
3
．0
ポ
イ
ン
ト
）

　小
売
業
は
、
５
類
移
行
後
初
め
て
の
年

始
を
迎
え
、
初
売
り
等
の
特
需
が
け
ん
引

し
、
改
善
し
た
。一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
、

新
年
会
需
要
は
堅
調
な
も
の
の
、
深
刻
な

人
手
不
足
で
需
要
に
対
応
が
追
い
付
か
ず
、

悪
化
し
た
。
ま
た
、
卸
売
業
は
、
買
い
控

え
に
よ
る
日
用
品
・
飲
食
品
関
係
の
引
き

合
い
低
迷
で
悪
化
し
、
製
造
業
は
、
飲
食

品
関
係
の
受
注
減
や
、
自
動
車
関
係
の一部

生
産
停
滞
で
悪
化
し
た
。
建
設
業
も
住
宅

関
係
の
民
間
工
事
を
中
心
に
弱
含
ん
で
い

る
。
物
価
高
や
賃
上
げ
に
よ
る
コ
ス
ト
増
、

深
刻
な
人
手
不
足
、
価
格
転
嫁
対
応
な
ど
、

長
期
化
し
て
い
る
経
営
課
題
は
多
い
。
加

え
て
、
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
物
流
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影

響
も
重
な
り
、
中
小
企
業
の
業
況
は
悪
化

と
な
っ
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
13
．8（
今
月
比
▲
2
．4
ポ
イ
ン
ト
）

　中
国
等
の
海
外
経
済
の
減
速
や
地
政
学

リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
国
内
に
お
け
る
設

備
投
資
拡
大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観

光
需
要
の
増
加
に
よ
る
消
費
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
。一方
、
長
引
く
物
価
高
に
よ
る
買

い
控
え
や
、
円
安
基
調
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
上
昇
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
企
業
収

益
を
圧
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
深
刻
な
人

手
不
足
や
価
格
転
嫁
へ
の
対
応
な
ど
長
期

化
し
て
い
る
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
先

行
き
は
厳
し
い
見
方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化（
前
月
比
▲
14
．
3

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
）。小
売
業
で
は
、

能
登
半
島
地
震
の
影
響
を
受
け
、
高
付
加

価
値
商
品
を
取
り
扱
う
百
貨
店
を
は
じ
め

と
す
る
幅
広
い
事
業
者
に
お
い
て
、
売
上
・

採
算
が
悪
化
し
た
。
金
沢
の
事
業
者
か
ら

は
、
地
震
発
生
後
か
ら
年
配
層
の
顧
客
を

中
心
に
外
出
控
え
の
傾
向
が
あ
る
、
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
、

地
震
発
生
に
伴
う
観
光
客
の
減
少
に
よ
り
、

飲
食
店
や
宿
泊
業
を
中
心
に
売
上
・
採
算

が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲11.4

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲18.4 ▲19.8 ▲13.8 ▲27.1

1
詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

雇
用
情
報

12
月

景況天気予報 LOBO調査

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

成功事例満載！ 最新SEO
トピッククラスター戦略・内部SEOセミナー

お問い合わせ

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
企業振興部 販路開拓支援課
TEL：076-267-1001
E-mail：hanro2@isico.or.jp

ネットショップ・BtoBでも最短で成果を出すSEOワークショップネットショップ・BtoBでも最短で成果を出すSEOワークショップ

2024年３月13日 (水) 13時30分～16時30分
石川県地場産業振興センター 本館2階 第3研修室

※研修室での開催です。オンライン配信はありません。

対象：石川県内の中小企業経営者やWeb担当者 等

定員： 30名 受講料：無料
本セミナーの詳細・お申し込みはこちら▶

講師：中尾 豊 氏講師：中尾 豊 氏
株式会社PROPO
代表取締役
株式会社PROPO
代表取締役

　令和6年3月13日（水）～17日（日）、石川県小松市を主会
場に全国各地の青年経済人が集う、日本商工会議所青年部
第43回全国大会「加賀能登の國いしかわ小松大会」が開催さ
れます。
　本全国大会は、「Power of Community ISHIKAWA」を大
会テーマに掲げ、石川県が有する魅力の数々を発信すると
ともに、令和6年1月1日に能登地域を震源に発生した「令和
6年能登半島地震」からの復興支援大会として位置づけ、震
災からの復興・復旧の一助とする企画を大会内のプログラム
で実施してまいります。
　また、北陸新幹線小松駅開業と同じタイミングで開催さ
れることもあり、小松駅周辺では、地域の皆様にもお楽しみ
いただける物産展を開催いたしますので、是非ともご来場
くださいますようお願いいたします。

駅前市民公園会場では、当地小松市の地域グルメのほか、能登地域の特産品による飲食・販売ブースを
設けます。買って、食べて能登地域を応援しましょう！
また、商店街会場のアーケード内では、県内各地から人気のキッチンカーが勢ぞろいします。
3月16日（土）には、同時開催イベントとのスタンプラリーも開催いたしますので、ぜひご家族そろって
ご来場ください。

※令和6年3月16日（土）は北陸新幹線石川県内全線開業日です。北陸新幹線小松駅開業関
　連イベント等同時開催のイベントも予定され、小松駅周辺は大変混雑することが予想さ
　れます。ご来場の際は、駅周辺の有料駐車場等をご利用ください。

イベント情報はこちらの二次元コードからご覧ください。▶

日本商工会議所青年部第43回全国大会に関するお問い合わせ
〒923-8566　小松市園町二１番地　小松商工会議所内
日本商工会議所青年部第43回全国大会加賀能登の國いしかわ小松大会
大会事務局　小松商工会議所青年部事務局　担当：髙田、北川、竹田　TEL：0761-21-3121　

日本商工会議所青年部第43回全国大会

加賀能登の國物産展
日 時　3月15日（金）11時00分～22時00分
　　 　3月16日（土）10時00分～17時00分

場 所　駅前会場：小松駅前市民公園
　　 　商店街会場：三日市商店街・中央通り商店街

5 小松商工会議所［2024.3］ 4

日本商工会議所青年部第43回全国大会 加賀能登の國いしかわ小松大会 LOBO調査／雇用情報／ISICOコーナー
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1.5％

156万人
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（7～9月期）

（前月169万人） 1.27倍

（前月1.28倍）

（前月1.64倍）［原数値]

（前月1.16倍）[原数値]

1.83倍 1.95倍 1.58倍 1.70倍 1.27倍

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査
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見
方
が
続
く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化（
前
月
比
▲
14
．
3

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
）。小
売
業
で
は
、

能
登
半
島
地
震
の
影
響
を
受
け
、
高
付
加

価
値
商
品
を
取
り
扱
う
百
貨
店
を
は
じ
め

と
す
る
幅
広
い
事
業
者
に
お
い
て
、
売
上
・

採
算
が
悪
化
し
た
。
金
沢
の
事
業
者
か
ら

は
、
地
震
発
生
後
か
ら
年
配
層
の
顧
客
を

中
心
に
外
出
控
え
の
傾
向
が
あ
る
、
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
で
も
、

地
震
発
生
に
伴
う
観
光
客
の
減
少
に
よ
り
、

飲
食
店
や
宿
泊
業
を
中
心
に
売
上
・
採
算

が
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲11.4

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲18.4 ▲19.8 ▲13.8 ▲27.1

1
詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】
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景況天気予報 LOBO調査

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

成功事例満載！ 最新SEO
トピッククラスター戦略・内部SEOセミナー

お問い合わせ

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
企業振興部 販路開拓支援課
TEL：076-267-1001
E-mail：hanro2@isico.or.jp

ネットショップ・BtoBでも最短で成果を出すSEOワークショップネットショップ・BtoBでも最短で成果を出すSEOワークショップ

2024年３月13日 (水) 13時30分～16時30分
石川県地場産業振興センター 本館2階 第3研修室

※研修室での開催です。オンライン配信はありません。

対象：石川県内の中小企業経営者やWeb担当者 等

定員： 30名 受講料：無料
本セミナーの詳細・お申し込みはこちら▶

講師：中尾 豊 氏講師：中尾 豊 氏
株式会社PROPO
代表取締役
株式会社PROPO
代表取締役

　令和6年3月13日（水）～17日（日）、石川県小松市を主会
場に全国各地の青年経済人が集う、日本商工会議所青年部
第43回全国大会「加賀能登の國いしかわ小松大会」が開催さ
れます。
　本全国大会は、「Power of Community ISHIKAWA」を大
会テーマに掲げ、石川県が有する魅力の数々を発信すると
ともに、令和6年1月1日に能登地域を震源に発生した「令和
6年能登半島地震」からの復興支援大会として位置づけ、震
災からの復興・復旧の一助とする企画を大会内のプログラム
で実施してまいります。
　また、北陸新幹線小松駅開業と同じタイミングで開催さ
れることもあり、小松駅周辺では、地域の皆様にもお楽しみ
いただける物産展を開催いたしますので、是非ともご来場
くださいますようお願いいたします。

駅前市民公園会場では、当地小松市の地域グルメのほか、能登地域の特産品による飲食・販売ブースを
設けます。買って、食べて能登地域を応援しましょう！
また、商店街会場のアーケード内では、県内各地から人気のキッチンカーが勢ぞろいします。
3月16日（土）には、同時開催イベントとのスタンプラリーも開催いたしますので、ぜひご家族そろって
ご来場ください。

※令和6年3月16日（土）は北陸新幹線石川県内全線開業日です。北陸新幹線小松駅開業関
　連イベント等同時開催のイベントも予定され、小松駅周辺は大変混雑することが予想さ
　れます。ご来場の際は、駅周辺の有料駐車場等をご利用ください。

イベント情報はこちらの二次元コードからご覧ください。▶

日本商工会議所青年部第43回全国大会に関するお問い合わせ
〒923-8566　小松市園町二１番地　小松商工会議所内
日本商工会議所青年部第43回全国大会加賀能登の國いしかわ小松大会
大会事務局　小松商工会議所青年部事務局　担当：髙田、北川、竹田　TEL：0761-21-3121　

日本商工会議所青年部第43回全国大会

加賀能登の國物産展
日 時　3月15日（金）11時00分～22時00分
　　 　3月16日（土）10時00分～17時00分

場 所　駅前会場：小松駅前市民公園
　　 　商店街会場：三日市商店街・中央通り商店街
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事業環境変化に対応するための
経営相談窓口のご案内

事業環境変化に対応するための
経営相談窓口のご案内

本所では、能登半島地震の影響や最低賃金引上げ、デジタル化等の対応といった事業環境変化による影
響を受ける中小企業・小規模事業者の皆さまからの経営課題に対応するため、専門家による窓口相談等
を実施しております。お気軽にご相談ください。
相談例
■各種補助金（小規模事業者持続化補助金、IT導入補助金等）について聞きたい
　※補助金申請の代行はお受けできません。
■インボイス制度申請後の具体的な実務対策を知りたい
■デジタル化（IT・設備投資）について知りたい

実施期間 令和7年1月まで

相談料  無料

ご相談の流れ
1本所ホームページの「経営相談予約」、又はQRコード（右記）にて事前にお申込みください。
2ご相談内容について、専門家と課題解決にあたります。
　※（月）…IT専門家　（火）（木）…中小企業診断士
　※特定の相談員をご指定される場合は、経営相談予約前に本所までお問合せください。
　※日時・担当が変更となる場合がございますことをご了承ください。
お問合せ先：小松商工会議所　経営支援課　TEL.0761-21-3121

•原口 英樹氏：中小企業診断士
　　得意分野…売上拡大、経営改善、新商品開発、営業力販売力強化
•山下 大揮氏：中小企業診断士、社会保険労務士、行政書士
　　得意分野…人事・労務管理、創業、事業再生・承継、行政手続
•谷口 智彦氏：中小企業診断士、ITコーディネータ
　　得意分野…事業計画、創業・新規事業、原価管理、人材育成、DX支援、BCP
•安藤 謙輔氏：中小企業診断士、薬剤師
　　得意分野…売上拡大、経営改善、データ分析、医療・介護関係経営支援全般
•福岡 明夫氏：IT専門家、ITコーディネータ
　　得意分野…DX戦略策定支援、DX人材育成、DX導入支援、ウェブ系SEO対策、ネットショップ、SNS活用
•野田 進也氏：IT専門家、LINE Green Badge認定バッジ「LINE公式アカウントBasic」
　　得意分野…販売促進、マーケティング、SNS運用、業務効率化、LINE広告、Canva活用

相
談
員
紹
介

対象  中小・小規模事業者

センター窓口　小松商工会議所　経営支援課　Tel. 0761-21-3121　Fax. 0761-21-3120

● 経営権
● 後継者の選定・育成
● 後継者との対話
● 後継者教育
後継者の育成には
5年～10年ほどかかることも。

人（
経
営
） 経営者の個人資産について

会社との関係を整理する。

● 株式
● 事業用資産（設備・不動産等）
● 資金（運転資金・借入金等）
● 許認可

資
産

経営者と従業員の
信頼関係も知的資産の一つ。

● 経営理念　● 経営者の信用
● 取引先との人脈
● 従業員の技術・ノウハウ
● 顧客情報  

知
的
財
産

　事業承継とは、現在の経営者から後継者へ事業のバトンタッチを行うことです。
　企業・事業者がこれまで培ってきたさまざまな財産(人・資産・知的財産)を上手にひきつぐことが、
承継後の経営を安定させるために重要です。
　本所では、平成30年2月15日より「事業承継サポートセンター」を設置し、現経営
者から後継者への事業のバトンタッチをスムーズに行う支援をいたしております。
　事業承継は早期着手が重要です。お悩みの方は、お気軽にご相談ください。

事業承継にお悩みの方…

「事業承継サポートセンター」までご相談ください。

事業承継の 構 成 要 素

令和6年1月1日完全義務化スタート！！

電子帳簿保存法は、税法で保存が義務付けられている帳簿書類について、一定の要件を満たした上で電子データで保存
すること、取引情報の保存義務などを定めています。保存区域は以下の①②③です。

電子帳簿保存
法

対象者 帳簿や書類の保存が義務付けられている全ての事業者（所得税や法人税を申告すべき、すべての事業者）

スタート！ YES NO

ルールに従った保存ができて
いません。1～4の電子取引
データの保存ルールについ
て、速やかに対応しましょう。

ルールに従った保存ができて
いません。❷❸のついて、速
やかに対応し、猶予措置の適
用を受けましょう。

1～4の電子取引データの保存ルールについて猶予措置の適応を受けられます。

猶予措置を受けるには

1
1～4の対応ができていないことに、相当の理由がある（Ⓐ・Ⓑを含む）。
猶予措置の対象となるのは、システム等の整備が間に合わない場合、システム等の整備
が整っているが資金繰りや人出不足のため1～4を満たすことができない場合です。

2 税務職員の求めに応じて、電子取引データの印刷書面を提示・提出できる。

3 税務職員のデータのダウンロードの求めに応じてデータを提示・提出できる。

猶
予
措
置
の
対
象
に
な
る
可
能
性
あ
り

電子取引データの保存
メールやウェブ上でやりとりした電子
ファイルを必ず電子データとして保存
する。

1

①はすべての事業者が
対応しなければなりません。

パソコンなどで作成した帳簿や取引
書類を電子データとして保存する。

受け取った書類などをスキャンして
画像データ化し、電子データとして
保存する。

②と③の利用は任意です。以前は事前に管轄の税務署長に届け出が必要でしたが、
令和4年1月から事前承認が不要になっています。

YES NO

電帳法 への対応を進めましょう！

電
子
取
引
デ
ー
タ
の

保
存
状
況
な
ど
を

チ
ェッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

電子帳簿等保存2 スキャナ保存3

税務職員のデータのダウン
ロードの求めに応じてデー
タを提示・提出できる。

次の要件をいずれも満たしている。
•日付・金額は範囲指定で検索可能
•日付・金額・取引先のうち2つ以上の任意項目の組み
　合わせで検索可能

検索要件を満たす簡易な方法の例
•表計算ソフトなどで索引簿を作成
•規則的なファイル名を付したデータファイルを使用

ファイル名に日付・金額・取引先を入力して規則性
を持たせ、特定のフォルダに集約して検索できる
ようにする

取引などの日付・金額・取引先で検索できる。

税務職員の求めに応じて指定されたデータを速やかに出力できる。

次のどちらかに
当てはまる。
Ⓐ 基準期間（2年（期）前）の売り
　 上げ高が5,000万円以下
Ⓑ 電子取引データ印刷書面 　  
　 を日付・取引先ごとに整理し、
　 提示・提出が可能

改ざん防止のための措置をとっている。
次のいずれかの方法で保存書類の改ざんをしていないと証明できるようにすること。
•タイムスタンプ付与
•訂正・削除の履歴が残るシステムまたは訂正・削除ができないシステムなどを導入
•改ざん防止のための事務処理規程を定め、守る

1

2

3

4

お問合せ先　電子帳簿等保存制度 特設サイト▶

原則的なルールに従って保存できています。
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事業環境変化に対応するための
経営相談窓口のご案内

事業環境変化に対応するための
経営相談窓口のご案内

本所では、能登半島地震の影響や最低賃金引上げ、デジタル化等の対応といった事業環境変化による影
響を受ける中小企業・小規模事業者の皆さまからの経営課題に対応するため、専門家による窓口相談等
を実施しております。お気軽にご相談ください。
相談例
■各種補助金（小規模事業者持続化補助金、IT導入補助金等）について聞きたい
　※補助金申請の代行はお受けできません。
■インボイス制度申請後の具体的な実務対策を知りたい
■デジタル化（IT・設備投資）について知りたい

実施期間 令和7年1月まで

相談料  無料

ご相談の流れ
1本所ホームページの「経営相談予約」、又はQRコード（右記）にて事前にお申込みください。
2ご相談内容について、専門家と課題解決にあたります。
　※（月）…IT専門家　（火）（木）…中小企業診断士
　※特定の相談員をご指定される場合は、経営相談予約前に本所までお問合せください。
　※日時・担当が変更となる場合がございますことをご了承ください。
お問合せ先：小松商工会議所　経営支援課　TEL.0761-21-3121

•原口 英樹氏：中小企業診断士
　　得意分野…売上拡大、経営改善、新商品開発、営業力販売力強化
•山下 大揮氏：中小企業診断士、社会保険労務士、行政書士
　　得意分野…人事・労務管理、創業、事業再生・承継、行政手続
•谷口 智彦氏：中小企業診断士、ITコーディネータ
　　得意分野…事業計画、創業・新規事業、原価管理、人材育成、DX支援、BCP
•安藤 謙輔氏：中小企業診断士、薬剤師
　　得意分野…売上拡大、経営改善、データ分析、医療・介護関係経営支援全般
•福岡 明夫氏：IT専門家、ITコーディネータ
　　得意分野…DX戦略策定支援、DX人材育成、DX導入支援、ウェブ系SEO対策、ネットショップ、SNS活用
•野田 進也氏：IT専門家、LINE Green Badge認定バッジ「LINE公式アカウントBasic」
　　得意分野…販売促進、マーケティング、SNS運用、業務効率化、LINE広告、Canva活用

相
談
員
紹
介

対象  中小・小規模事業者

センター窓口　小松商工会議所　経営支援課　Tel. 0761-21-3121　Fax. 0761-21-3120

● 経営権
● 後継者の選定・育成
● 後継者との対話
● 後継者教育
後継者の育成には
5年～10年ほどかかることも。

人（
経
営
） 経営者の個人資産について

会社との関係を整理する。

● 株式
● 事業用資産（設備・不動産等）
● 資金（運転資金・借入金等）
● 許認可

資
産

経営者と従業員の
信頼関係も知的資産の一つ。

● 経営理念　● 経営者の信用
● 取引先との人脈
● 従業員の技術・ノウハウ
● 顧客情報  

知
的
財
産

　事業承継とは、現在の経営者から後継者へ事業のバトンタッチを行うことです。
　企業・事業者がこれまで培ってきたさまざまな財産(人・資産・知的財産)を上手にひきつぐことが、
承継後の経営を安定させるために重要です。
　本所では、平成30年2月15日より「事業承継サポートセンター」を設置し、現経営
者から後継者への事業のバトンタッチをスムーズに行う支援をいたしております。
　事業承継は早期着手が重要です。お悩みの方は、お気軽にご相談ください。

事業承継にお悩みの方…

「事業承継サポートセンター」までご相談ください。

事業承継の 構 成 要 素

令和6年1月1日完全義務化スタート！！

電子帳簿保存法は、税法で保存が義務付けられている帳簿書類について、一定の要件を満たした上で電子データで保存
すること、取引情報の保存義務などを定めています。保存区域は以下の①②③です。

電子帳簿保存
法

対象者 帳簿や書類の保存が義務付けられている全ての事業者（所得税や法人税を申告すべき、すべての事業者）

スタート！ YES NO

ルールに従った保存ができて
いません。1～4の電子取引
データの保存ルールについ
て、速やかに対応しましょう。

ルールに従った保存ができて
いません。❷❸のついて、速
やかに対応し、猶予措置の適
用を受けましょう。

1～4の電子取引データの保存ルールについて猶予措置の適応を受けられます。

猶予措置を受けるには

1
1～4の対応ができていないことに、相当の理由がある（Ⓐ・Ⓑを含む）。
猶予措置の対象となるのは、システム等の整備が間に合わない場合、システム等の整備
が整っているが資金繰りや人出不足のため1～4を満たすことができない場合です。

2 税務職員の求めに応じて、電子取引データの印刷書面を提示・提出できる。

3 税務職員のデータのダウンロードの求めに応じてデータを提示・提出できる。

猶
予
措
置
の
対
象
に
な
る
可
能
性
あ
り

電子取引データの保存
メールやウェブ上でやりとりした電子
ファイルを必ず電子データとして保存
する。

1

①はすべての事業者が
対応しなければなりません。

パソコンなどで作成した帳簿や取引
書類を電子データとして保存する。

受け取った書類などをスキャンして
画像データ化し、電子データとして
保存する。

②と③の利用は任意です。以前は事前に管轄の税務署長に届け出が必要でしたが、
令和4年1月から事前承認が不要になっています。

YES NO

電帳法 への対応を進めましょう！

電
子
取
引
デ
ー
タ
の

保
存
状
況
な
ど
を

チ
ェッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
！

電子帳簿等保存2 スキャナ保存3

税務職員のデータのダウン
ロードの求めに応じてデー
タを提示・提出できる。

次の要件をいずれも満たしている。
•日付・金額は範囲指定で検索可能
•日付・金額・取引先のうち2つ以上の任意項目の組み
　合わせで検索可能

検索要件を満たす簡易な方法の例
•表計算ソフトなどで索引簿を作成
•規則的なファイル名を付したデータファイルを使用

ファイル名に日付・金額・取引先を入力して規則性
を持たせ、特定のフォルダに集約して検索できる
ようにする

取引などの日付・金額・取引先で検索できる。

税務職員の求めに応じて指定されたデータを速やかに出力できる。

次のどちらかに
当てはまる。
Ⓐ 基準期間（2年（期）前）の売り
　 上げ高が5,000万円以下
Ⓑ 電子取引データ印刷書面 　  
　 を日付・取引先ごとに整理し、
　 提示・提出が可能

改ざん防止のための措置をとっている。
次のいずれかの方法で保存書類の改ざんをしていないと証明できるようにすること。
•タイムスタンプ付与
•訂正・削除の履歴が残るシステムまたは訂正・削除ができないシステムなどを導入
•改ざん防止のための事務処理規程を定め、守る

1

2

3

4

お問合せ先　電子帳簿等保存制度 特設サイト▶

原則的なルールに従って保存できています。
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震
災
後
の
自
粛
の
影
響

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　昨
年
か
ら
の
物
価
高
騰
の
影
響
も

あ
り
、
小
売
業
は
依
然
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
秋
口
か
ら
12
月
に
か
け
て

は
、
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
人
の
動
き

が
活
発
と
な
り
小
松
駅
や
空
港
に
も

か
な
り
人
が
戻
っ
て
き
た
感
じ
も
あ
り
、

商
店
街
に
も
旅
行
客
が
見
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
の

影
響
で
人
の
動
き
は
完
全
に
ス
ト
ッ
プ

し
た
。
さ
ら
な
る
買
い
控
え
や
自
粛

の
影
響
も
あ
り
、
小
売
業
や
飲
食
業

は
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。

　3
月
に
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸

を
控
え
て
い
る
が
、
能
登
半
島
地
震

の
影
響
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
観
光
や

消
費
に
つ
な
が
る
の
か
不
透
明
と
な

っ
た
。
金
沢
以
南
の
ホ
テ
ル
や
旅
館

は
被
災
者
の
二
次
避
難
場
所
と
し
て

借
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

観
光
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
状
況
。

と
は
い
え
、
3
月
に
は
Y
E
G
の
全

国
大
会
に
伴
い
小
松
駅
周
辺
で
は
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
お
り
、

県
内
外
へ
の
各
店
舗
の
P
R
の
場
と

な
る
よ
う
当
商
店
街
と
し
て
も
動
い

て
い
き
た
い
。

　ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
も
今
年
は
能
登
半

島
地
震
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
。
商

売
人
と
し
て
、
経
済
を
回
す
方

法
を
模
索
し
能
登
と
石
川
の
復

興
に
繋
が
る
よ
う
動
い
て
い
く
。

北
陸
新
幹
線
開
業
に

期
待
し
た
い

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　や
は
り
能
登
半
島
地
震
の
影
響
が

ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て

い
る
感
じ
が
す
る
。

　そ
も
そ
も
静
か
な
時
期
で
は
あ
る

が
地
震
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　地
震
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
北
陸
新

幹
線
開
業
に
よ
る
人
流
の
増
加
に
期

待
し
春
に
向
け
て
動
い
て
い
く
し
か

な
い
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
で

盛
り
上
げ
た
い

❸
粟
津
駅
前
商
交
会
　

　よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
落
ち
着
い
て
き
て
経
済
も
少
し

ず
つ
だ
が
活
気
づ
い
て
き
た
と
こ
ろ
、

能
登
半
島
地
震
が
お
こ
り
再
び
自
粛

ム
ー
ド
が
漂
う
。

　ま
た
電
気
料
、
光
熱
費
、
食
品
の

値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
消
費
者
に
節
約

志
向
の
意
識
が
根
付
い
て
き
て
い
る

感
じ
を
受
け
る
。

　組
合
員
の
減
少
、
後
継
者
不
足
、

店
主
の
高
齢
化
、
事
業
継
承
な
ど
課

題
は
山
積
み
で
見
通
し
は
暗
い
。
空

き
店
舗
が
増
え
る
と
商
店
街
自
体
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
う
が
、
人
を
呼
び
込
め
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
企
画
し
て
魅
力
あ
る
商
店
街

作
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の

高
騰
が
続
く

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　合
繊
織
物
に
関
し
て
は
、
各
企
業

で
温
度
差
は
あ
る
が
概
ね
コ
ロ
ナ
明

け
か
ら
順
調
に
仕
事
量
も
増
え
織
機

《令和5年度の振興委員》 順不同

◎代表幹事

 委員名 団体名 役職名
 角谷　亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
 新木　肇 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 西出　隆俊 粟津駅前商交会 会　　長
 川田　秀実 小松織物工業協同組合 事務局長
 北村　勝 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小林与志次 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 山下　正行 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 真田　尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 西出彦一郎 小松建具組合  組 合 長
 中西　隆恭 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
5
年
度
下
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

北
陸
新
幹
線
開
業
を
追
い
風
に

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

北
陸
新
幹
線
開
業
を
追
い
風
に

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
17
名
の
方
々
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小
規

模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け

て
、商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ

た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、商
店
街
の
役

員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和 6年度前期受講生募集 ! !

公立小松大学ものづくり
人材スキルアッププログラム

●ものづくり企業の初任管理監督者を対象に、
　ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に
　学ぶことのできる実践的な教育プログラムです。
●講師は全員実務経験を有する指導者です。
●一部オンライン講義もあります。

※総合コースは、A及びBコースすべての科目を受講します。（文部科学省の「職業実践力育成プログラム」に認定されています。）
※各種助成金制度が利用可能です。厚生労働省の助成金制度は、年齢制限がなくなり、経費助成が受けやすくなりました。
　助成金を受けるには、入校式の１か月前までに、石川労働局に申請する必要があります。
　〈助成例〉総合コース約326,000円（テキスト代含む）→約54,000円になります。
申 込 期 限
受 講 期 間

令和6年4月12日（金）
令和6年5月16日（木）～8月23日（金）

Bコース
（工場経営管理コース）

すべて、または★印3科目を必修
選択の上、特定の科目を選択
Bコース☆印科目も選択可能

すべて、または特定の科目を選択
Bコース科目を選択した場合で
も、 Aコース科目が選択可能

Aコース
（生産管理技術コース）

★生産管理、★品質管理、
★安全衛生管理、環境管理、
企業人のスキル、生産課題演
習、生産技術の7科目

方針管理、 経理・財務管理、
身近なマーケティング、人材
育成・能力開発、☆原価管理
（オンライン）の5科目

コース 開講科目 受講科目 受講料 受講時間

入 校 式
お問合わせ

令和6年5月15日（水）
公立小松大学地域連携推進センター
TEL 0761-41-6700（粟津キャンパス）

84,000～
180,000円 42～90時間

9～51時間14,000～
119,000円

職業実践力育成
プログラム 詳細はこちら

小松市では、市内の飲食店、小売店などで使用できる14,000 円分の商品券（紙券）を10,000
円（プレミアム率 40％）で販売します。商品券は事前に申請し、認定された取扱店舗でのみ利用可
能ですので、対象の事業者の皆様は、ぜひ申請ください。

消費喚起による地元経済の活性化！

５月中利用開始 「いい街こまつプレミアム」!
　　　　　　プレミアム付商品券取扱店舗募集

●募集期間　　　1次募集：3月18日～ 3月31日、2次募集：4月1日～ 4月19日
●対象店舗　　　飲食店、小売店、生活関連サービス業など
　　　　　　　　今回は、市外に本店等がある大手量販店も、小松商工会議所の会員であれば
　　　　　　　　対象になります！
●利用期間　　　2024年 5月20日から2024年 9月末まで
●販売価格　　　1冊 14,000 円分（1,000 円券×14枚）の商品券を10,000 円で販売
●販 売 数 　　　50,000 冊（7億円分）
●利用・換金　　買い物の際は紙券として使用。換金は紙券の QR コードをスマホで読取処理。
●取扱店舗登録・換金手数料　　無料
●募集に関するお問合せ先　　　小松商工会議所　　　TEL：0761-21-3121
●事業に関するお問合せ先　　　小松市商工労働課　　TEL：0761-24-8074

※申請方法・要件など詳細は3月中旬頃に市ホームページに掲載します。 詳細、申請はこちらから▲
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効
い
て

い
る
感
じ
が
す
る
。

　そ
も
そ
も
静
か
な
時
期
で
は
あ
る

が
地
震
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　地
震
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
北
陸
新

幹
線
開
業
に
よ
る
人
流
の
増
加
に
期

待
し
春
に
向
け
て
動
い
て
い
く
し
か

な
い
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
で

盛
り
上
げ
た
い

❸
粟
津
駅
前
商
交
会
　

　よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
落
ち
着
い
て
き
て
経
済
も
少
し

ず
つ
だ
が
活
気
づ
い
て
き
た
と
こ
ろ
、

能
登
半
島
地
震
が
お
こ
り
再
び
自
粛

ム
ー
ド
が
漂
う
。

　ま
た
電
気
料
、
光
熱
費
、
食
品
の

値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
消
費
者
に
節
約

志
向
の
意
識
が
根
付
い
て
き
て
い
る

感
じ
を
受
け
る
。

　組
合
員
の
減
少
、
後
継
者
不
足
、

店
主
の
高
齢
化
、
事
業
継
承
な
ど
課

題
は
山
積
み
で
見
通
し
は
暗
い
。
空

き
店
舗
が
増
え
る
と
商
店
街
自
体
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
う
が
、
人
を
呼
び
込
め
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
企
画
し
て
魅
力
あ
る
商
店
街

作
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　被
災
地
の
一
日
で
も
早
い
復
興
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の

高
騰
が
続
く

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　合
繊
織
物
に
関
し
て
は
、
各
企
業

で
温
度
差
は
あ
る
が
概
ね
コ
ロ
ナ
明

け
か
ら
順
調
に
仕
事
量
も
増
え
織
機

《令和5年度の振興委員》 順不同

◎代表幹事

 委員名 団体名 役職名
 角谷　亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
 新木　肇 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 西出　隆俊 粟津駅前商交会 会　　長
 川田　秀実 小松織物工業協同組合 事務局長
 北村　勝 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小林与志次 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 山下　正行 南加賀青果食品商業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 真田　尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 西出彦一郎 小松建具組合  組 合 長
 中西　隆恭 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
5
年
度
下
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

北
陸
新
幹
線
開
業
を
追
い
風
に

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

北
陸
新
幹
線
開
業
を
追
い
風
に

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
17
名
の
方
々
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、国
の
施
策
の
一
環
と
し
て
行
う
経
営
改
善
普
及
事
業
を
よ
り
一
層
円
滑
に
進
め
る
た
め
、小
規

模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み
や
問
題
点
、情
報
の
提
供
等
繁
栄
の
た
め
の
ご
相
談
を
気
軽
に
受
け

て
、商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、経
営
指
導
員
と
協
力
し
事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ

た
る
、い
わ
ば
本
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
方
々
で
、市
内
の
各
協
同
組
合
、商
店
街
の
役

員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。委
員
が
こ
の
１
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和 6年度前期受講生募集 ! !

公立小松大学ものづくり
人材スキルアッププログラム

●ものづくり企業の初任管理監督者を対象に、
　ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に
　学ぶことのできる実践的な教育プログラムです。
●講師は全員実務経験を有する指導者です。
●一部オンライン講義もあります。

※総合コースは、A及びBコースすべての科目を受講します。（文部科学省の「職業実践力育成プログラム」に認定されています。）
※各種助成金制度が利用可能です。厚生労働省の助成金制度は、年齢制限がなくなり、経費助成が受けやすくなりました。
　助成金を受けるには、入校式の１か月前までに、石川労働局に申請する必要があります。
　〈助成例〉総合コース約326,000円（テキスト代含む）→約54,000円になります。
申 込 期 限
受 講 期 間

令和6年4月12日（金）
令和6年5月16日（木）～8月23日（金）

Bコース
（工場経営管理コース）

すべて、または★印3科目を必修
選択の上、特定の科目を選択
Bコース☆印科目も選択可能

すべて、または特定の科目を選択
Bコース科目を選択した場合で
も、 Aコース科目が選択可能

Aコース
（生産管理技術コース）

★生産管理、★品質管理、
★安全衛生管理、環境管理、
企業人のスキル、生産課題演
習、生産技術の7科目

方針管理、 経理・財務管理、
身近なマーケティング、人材
育成・能力開発、☆原価管理
（オンライン）の5科目

コース 開講科目 受講科目 受講料 受講時間

入 校 式
お問合わせ

令和6年5月15日（水）
公立小松大学地域連携推進センター
TEL 0761-41-6700（粟津キャンパス）

84,000～
180,000円 42～90時間

9～51時間14,000～
119,000円

職業実践力育成
プログラム 詳細はこちら

小松市では、市内の飲食店、小売店などで使用できる14,000 円分の商品券（紙券）を10,000
円（プレミアム率 40％）で販売します。商品券は事前に申請し、認定された取扱店舗でのみ利用可
能ですので、対象の事業者の皆様は、ぜひ申請ください。

消費喚起による地元経済の活性化！

５月中利用開始 「いい街こまつプレミアム」!
　　　　　　プレミアム付商品券取扱店舗募集

●募集期間　　　1次募集：3月18日～ 3月31日、2次募集：4月1日～ 4月19日
●対象店舗　　　飲食店、小売店、生活関連サービス業など
　　　　　　　　今回は、市外に本店等がある大手量販店も、小松商工会議所の会員であれば
　　　　　　　　対象になります！
●利用期間　　　2024年 5月20日から2024年 9月末まで
●販売価格　　　1冊 14,000 円分（1,000 円券×14枚）の商品券を10,000 円で販売
●販 売 数 　　　50,000 冊（7億円分）
●利用・換金　　買い物の際は紙券として使用。換金は紙券の QR コードをスマホで読取処理。
●取扱店舗登録・換金手数料　　無料
●募集に関するお問合せ先　　　小松商工会議所　　　TEL：0761-21-3121
●事業に関するお問合せ先　　　小松市商工労働課　　TEL：0761-24-8074

※申請方法・要件など詳細は3月中旬頃に市ホームページに掲載します。 詳細、申請はこちらから▲
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も
フ
ル
稼
働
し
て
お
り
良
好
な
状
態

で
あ
る
。
主
力
の
カ
ー
テ
ン
素
材
が

し
っ
か
り
と
業
界
を
引
っ
張
り
、
衣

料
の
方
も
消
費
活
動
の
正
常
化
で
人

流
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
傾

向
に
よ
り
、
徐
々
に
だ
が
コ
ロ
ナ
以

前
の
水
準
ま
で
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
対
し
て
和
装
織
物
の
状
況
は
依
然

と
し
て
深
刻
で
あ
る
。
近
年
の
生
活

様
式
の
多
様
化
や
消
費
者
の
着
物
離

れ
、
生
糸
価
格
の
上
昇
な
ど
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。

　
ま
た
絹
・
合
繊
織
物
共
に
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
技
術
継
承
の
課
題

や
織
機
等
の
老
朽
化
に
よ
る
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
不
可
避
で
あ
る
。
加

え
て
不
安
定
な
状
況
が
長
く
続
く
海

外
情
勢
や
円
安
等
の
影
響
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
費
が
昨

年
に
も
増
し
て
高
騰
し
て
い
る
。
こ

の
状
況
が
長
期
化
す
る
中
、
総
じ
て

外
的
要
因
の
影
響
を
受
け
や
す
い
立

場
に
あ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
さ

を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
　

　
各
企
業
が
生
き
残
る
為
に
も
安
定

的
で
低
廉
な
電
力
等
の
供
給
を
関
係

各
所
に
切
に
お
願
い
し
た
い
。

事
業
主
の
高
齢
化
が
進
む

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
世
界
的
に
は
繊
維（
ア
パ
レ
ル
）は

良
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
る
購
買
意
欲

の
低
下
、
中
国
経
済
の
低
迷
な
ど
組

合
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
良
く

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
事
業
主
の
高
齢
化
が
進
み
、
5
年

10
年
先
に
業
界
が
成
り
立
つ
の
か
心

配
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
今
回
の

地
震
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者
も
多

く
、
よ
り
心
配
な
状
況
で
あ
る
が
組

合
と
し
て
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

海
外
の
経
済
動
向
に
注
視

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、

北
米
、
中
南
米
な
ど
を
中
心
に
こ

こ
数
年
、
需
要
が
好
調
に
推
移
し

て
き
た
が
、
建
設
機
械
に
つ
い
て

は
減
産
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
操
業
や
受
注
状
況
が
堅
調
だ
っ

た
組
合
員
企
業
も
受
注
が
前
年
よ
り

や
や
減
少
し
て
お
り
、
景
況
感
に
陰

り
が
出
て
き
た
。
産
業
機
械
、
工
作

機
械
に
つ
い
て
は
、
客
先
や
製
造
部

品
に
よ
っ
て
堅
調
な
企
業
と
一
部
陰

り
が
出
て
い
る
企
業
と
に
分
か
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
、
水
道
光
熱

費
や
仕
入
れ
価
格
が
高
止
ま
り
し

て
お
り
、
前
年
に
比
べ
て
景
況
、

売
上
高
、
採
算
性
、
資
金
繰
り
が

悪
く
な
っ
た
企
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
減

産
見
通
し
の
影
響
か
ら
組
合
員
企

業
の
受
注
は
今
後
し
ば
ら
く
減
少

し
、
高
操
業
か
ら
通
常
操
業
に
戻

る
と
見
通
す
企
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
と
と
も
に
、
欧
米
や
中
国

経
済
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
あ

り
、
先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、
原
油
、
原
材
料
価

格
や
電
力
料
金
の
高
騰
に
伴
う
採

算
性
悪
化
、
人
手
不
足
、
売
上
高

の
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、
経
営
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
今
後
は
、
企
業
の
生
産
性
の
向

上
と
効
率
化
が
よ
り
一
層
図
ら
れ

る
よ
う
、
進
化
を
遂
げ
て
い
る

G
X
、
D
X
、Ａ
Ｉ
を
経
営
に
生
か

し
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
B
C
P

な
ど
危
機
管
理
を
強
化
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

原
材
料
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
に
注
視

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
組
合
に
関
わ
り
の
あ
る
大
手
建

設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
世
界
の
経

済
成
長
率
の
鈍
化
や
イ
ン
フ
レ
率

の
高
止
ま
り
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
建
機
の
需
要
は
厳
し

く
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
資
源
価
格
の
高
止
ま

り
を
背
景
に
鉱
山
機
械
は
世
界
的

に
引
き
合
い
が
強
い
状
況
が
続
く

と
予
想
し
て
い
る
も
の
の
、
地
域

別
で
は
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興

国
は
堅
調
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
供
給
網
の
混
乱
で
欧
州
や
北
米

に
不
安
材
料
が
残
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
影
響
か
ら
か
、
業
界

で
は
昨
年
夏
の
繁
忙
期
に
比
べ
る

と
定
時
操
業
が
増
え
て
き
て
い
る

企
業
も
あ
る
。
ま
た
原
材
料
費
、

人
件
費
等
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

増
の
影
響
を
十
分
に
価
格
転
嫁
で

き
る
の
か
な
ど
の
不
安
か
ら
、
現

景
況
感
と
し
て
は
突
出
し
て
好
調

に
推
移
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
景
気

は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と

の
報
道
も
あ
る
が
、
懸
念
さ
れ
る

こ
と
は
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
の
影
響
で
、
国
際
経
済

の
減
速
に
伴
う
企
業
の
収
益
状
況

の
悪
化
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
は
景
気
の
回
復
を
実

感
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
国
の
施

策
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
発
化
と

製
造
業
全
体
で
の
回
復
基
調
に
期

待
し
た
い
。

い
ち
早
く
復
旧
支
援
活
動
を

展
開

　❽（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
最
近
の
景
気
動
向
は
、
コ
ロ
ナ
の

5
類
へ
移
行
後
、
社
会
活
動
の
制
限

措
置
が
緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に

戻
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
能
登
半
島
の

地
震
に
よ
り
、
様
相
が
一
変
し
た
。

　
地
震
発
生
後
直
ち
に
、
石
川
県
及

び
石
川
県
建
設
業
協
会
の
要
請
を
受

け
、
復
旧
作
業
の
支
援
活
動
に
い
ち

早
く
立
ち
上
が
り
、
被
災
道
路
の
啓

開
作
業
の
た
め
作
業
員
等
を
珠
洲
地

区
中
心
に
派
遣
し
、
現
在
も
継
続
的

に
災
害
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
市
内
に
お
い
て
も
、
道
路
舗
装
の

亀
裂
や
陥
没
が
多
数
発
生
し
、
翌
日

か
ら
復
旧
作
業
に
対
応
し
て
い
る
。

学
校
や
市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
施
設

に
お
い
て
も
、
損
傷
等
が
見
ら
れ
、

修
繕
等
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
物
価
、
資
機
材
等
の
価
格
高
騰
に

伴
う
コ
ス
ト
高
に
加
え
、
労
働
者
の

高
齢
化
や
人
件
費
の
高
騰
も
相
ま
っ

て
民
間
住
宅
等
の
受
注
工
事
の
採
算

確
保
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　
４
月
か
ら
建
設
業
に
お
い
て
も
労

働
時
間
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
給
与
の
上
昇

や
働
き
方
改
革
に
よ
る
４
週
８
休
の

推
進
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
ま

す
ま
す
人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か
る

と
と
も
に
、
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
改

修
の
コ
ス
ト
高
に
よ
る
注
文
住
宅
の

発
注
を
手
控
え
る
こ
と
が
大
変
懸
念

さ
れ
る
。

被
災
し
た
事
業
者
の

復
興
へ
の
負
担
が
大
き
い

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
一
時
期
の
勢
い
は
な
い
が
、
国

内
外
の
需
要
は
安
定
し
て
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
１
月
１
日
の
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
、
各
製
陶
所
で
は
、

製
品
や
製
作
に
使
用
す
る
型
が
多

く
破
損
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
災
害
廃
棄

物
の
処
理
費
や
、
新
た
に
型
を
製

作
し
直
す
費
用
な
ど
、
か
な
り
の

負
担
増
で
あ
り
、
ま
た
、
石
川
県

へ
の
観
光
客
の
減
少
も
あ
っ
て
、

需
要
が
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
２
月
以
降
は
、
復
興
に
向
け
て

動
き
出
す
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
問
題
も
解
消
さ
れ
て
く

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
３
月
に
は

北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
業
す

る
と
い
う
大
き
な
明
る
い
話
題
も

あ
る
の
で
、
復
興
を
後
押
し
で
き

る
よ
う
に
、
尽
力
し
た
い
。

力
を
合
わ
せ
て
難
局
を

乗
り
越
え
た
い

10
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
我
々
の
業
界
で
は
、
な
か
な
か
売

り
上
げ
も
伸
び
ず
、
商
品
の
値
上
げ

も
続
い
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
市
場

で
も
、
12
月
末
で
卸
問
屋
が
閉
店
し

た
。
益
々
、
仕
入
が
難
し
い
の
が
、

現
状
で
あ
る
。○
○
屋
が
消
え
て
ゆ

く
時
代
の
流
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
っ

て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
力
を
合
わ
せ
て
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

物
流
２
０
２
４
年
問
題
が

懸
念
さ
れ
る

11
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
４
月
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
よ
り

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
等
の
改
善

の
た
め
の
基
準
が
適
用
と
な
る
。
慢

性
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
も
あ
り
、

輸
送
能
力
の
低
下
が
深
刻
化
す
る
。

物
流
2
0
2
4
年
問
題
が
懸
念
さ
れ

る
。

　
政
府
は
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
策
定
す
る
な
ど
国
を
挙
げ

て
対
応
に
動
い
て
い
る
。

　
国
際
情
勢
や
円
安
な
ど
に
よ
る

燃
料
を
始
め
と
す
る
物
価
高
の
長

期
化
は
運
送
事
業
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
く

価
格
へ
の
転
嫁
が
追
い
付
い
て
な

い
。

　
労
働
時
間
等
を
厳
守
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
長
距
離
に
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
が
週
３
回
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
週
２
回
に
運
行
回
数
を
減
ら

す
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
、
輸
送

量
が
３
分
の
１
減
少
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
流
出
の
防
止
や
雇

用
を
維
持
す
る
た
め
に
も
荷
主
へ

運
賃
見
直
し
や
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
制
の
導
入
、
荷
待
ち
荷
卸
し
時

間
の
短
縮
を
お
願
い
し
、
ご
理
解
い

た
だ
け
な
い
荷
主
に
関
し
て
は
見
切

り
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

材
料
の
供
給
不
足
・

納
期
遅
延
の
慢
性
化
を
危
惧

12
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
影
響
で
一
般
住
宅
を
は
じ
め
、
製

造
拠
点
の
工
場
か
ら
被
災
修
理
依
頼

が
発
生
し
て
い
る
。

　
一
般
の
計
画
工
事
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
資
材
不
足
か
ら
当
初
の
工
期

見
直
し
や
遅
延
が
発
生
し
て
い
る
。

　
震
災
復
興
関
連
の
応
援
工
事
等
が

能
登
方
面
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

ら
加
賀
方
面
と
の
工
事
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
工
事
受
注
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　
一
方
で
、
働
き
方
改
革
関
連
法
案

施
行
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
制
限
や

作
業
員
の
人
材
不
足
か
ら
の
現
場
作

業
遅
延
が
発
生
し
納
期
遅
れ
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
の
震
災
復
興
や
大

阪
万
博
の
工
事
が
始
ま
る
事
で
の
材

料
の
供
給
不
足
・
納
期
遅
延
の
慢
性

化
が
危
惧
さ
れ
る
。
材
料
仕
入
価
格

も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
価
格
転

嫁
を
業
界
全
体
の
問
題
と
と
ら
え
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
公
共
工
事
は
前
年
度
よ
り
増
加
す

る
と
予
想
す
る
が
震
災
の
影
響
も
あ

り
、
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
。

　
ま
た
、
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業

員
不
足
が
継
続
し
て
お
り
、
女
性
の

活
用
や
作
業
員
の
高
齢
化
対
策
・
若

手
の
人
材
育
成
、
施
工
管
理
体
制
の

見
直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

被
災
地
の
断
水
解
消
に

向
け
て
復
旧
活
動

13
小
松
管
工
事
協
同
組
合
　

　
民
間
企
業
の
設
備
投
資
が
少
し
ず

つ
増
加
し
て
い
る
が
、
数
年
前
か
ら

続
い
て
い
る
資
材
価
格
の
上
昇
が
著

し
く
、
資
材
に
よ
っ
て
は
年
に
数
回

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
工

事
を
受
注
し
て
も
積
算
時
の
価
格
と

現
状
の
価
格
と
で
乖
離
が
あ
り
採
算

が
悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
材
価
格
や
人
件
費
の
価

格
上
昇
に
よ
る
工
事
価
格
の
高
騰
も

影
響
し
、
計
画
さ
れ
て
い
た
工
事
も

延
期
や
中
止
に
な
る
な
ど
、
工
事
件

数
も
減
少
傾
向
で
、
今
後
に
不
安
を

感
じ
る
。

　
本
組
合
で
は
、
現
在
、
能
登
半
島

地
震
で
被
害
を
受
け
た
被
災
地
へ
出

向
き
、
一
日
も
早
い
断
水
解
消
に
向

け
て
水
道
管
路
の
応
急
復
旧
活
動
を

続
け
て
い
る
。
今
後
も
人
が
生
き
て

い
く
上
で
大
切
な
水
を
守
っ
て
い
る

我
々
の
業
界
が
し
っ
か
り
と
存
続
し

て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業
界

の
Ｐ
Ｒ
、
業
界
内
の
全
て
の
会
社
が

適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組
み
づ
く
り

を
通
し
て
働
く
人
の
処
遇
改
善
、
技

術
者
の
雇
用
と
育
成
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社
会
的

地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
業

界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

近
海
の
漁
獲
の

入
荷
量
が
減
少

14
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
能
登
の
震
災
以
降
、
特
に
能
登
近

海
の
漁
獲
入
荷
量
が
極
端
に
少
な
い
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も
フ
ル
稼
働
し
て
お
り
良
好
な
状
態

で
あ
る
。
主
力
の
カ
ー
テ
ン
素
材
が

し
っ
か
り
と
業
界
を
引
っ
張
り
、
衣

料
の
方
も
消
費
活
動
の
正
常
化
で
人

流
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回
復
傾

向
に
よ
り
、
徐
々
に
だ
が
コ
ロ
ナ
以

前
の
水
準
ま
で
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
対
し
て
和
装
織
物
の
状
況
は
依
然

と
し
て
深
刻
で
あ
る
。
近
年
の
生
活

様
式
の
多
様
化
や
消
費
者
の
着
物
離

れ
、
生
糸
価
格
の
上
昇
な
ど
が
大
き

な
要
因
で
あ
る
。

　
ま
た
絹
・
合
繊
織
物
共
に
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
技
術
継
承
の
課
題

や
織
機
等
の
老
朽
化
に
よ
る
生
産
基

盤
の
弱
体
化
は
不
可
避
で
あ
る
。
加

え
て
不
安
定
な
状
況
が
長
く
続
く
海

外
情
勢
や
円
安
等
の
影
響
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
費
が
昨

年
に
も
増
し
て
高
騰
し
て
い
る
。
こ

の
状
況
が
長
期
化
す
る
中
、
総
じ
て

外
的
要
因
の
影
響
を
受
け
や
す
い
立

場
に
あ
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
さ

を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
　

　
各
企
業
が
生
き
残
る
為
に
も
安
定

的
で
低
廉
な
電
力
等
の
供
給
を
関
係

各
所
に
切
に
お
願
い
し
た
い
。

事
業
主
の
高
齢
化
が
進
む

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
世
界
的
に
は
繊
維（
ア
パ
レ
ル
）は

良
く
な
い
状
況
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
る
購
買
意
欲

の
低
下
、
中
国
経
済
の
低
迷
な
ど
組

合
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
良
く

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
事
業
主
の
高
齢
化
が
進
み
、
5
年

10
年
先
に
業
界
が
成
り
立
つ
の
か
心

配
さ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
今
回
の

地
震
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者
も
多

く
、
よ
り
心
配
な
状
況
で
あ
る
が
組

合
と
し
て
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

海
外
の
経
済
動
向
に
注
視

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、

北
米
、
中
南
米
な
ど
を
中
心
に
こ

こ
数
年
、
需
要
が
好
調
に
推
移
し

て
き
た
が
、
建
設
機
械
に
つ
い
て

は
減
産
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　
高
操
業
や
受
注
状
況
が
堅
調
だ
っ

た
組
合
員
企
業
も
受
注
が
前
年
よ
り

や
や
減
少
し
て
お
り
、
景
況
感
に
陰

り
が
出
て
き
た
。
産
業
機
械
、
工
作

機
械
に
つ
い
て
は
、
客
先
や
製
造
部

品
に
よ
っ
て
堅
調
な
企
業
と
一
部
陰

り
が
出
て
い
る
企
業
と
に
分
か
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
、
水
道
光
熱

費
や
仕
入
れ
価
格
が
高
止
ま
り
し

て
お
り
、
前
年
に
比
べ
て
景
況
、

売
上
高
、
採
算
性
、
資
金
繰
り
が

悪
く
な
っ
た
企
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
減

産
見
通
し
の
影
響
か
ら
組
合
員
企

業
の
受
注
は
今
後
し
ば
ら
く
減
少

し
、
高
操
業
か
ら
通
常
操
業
に
戻

る
と
見
通
す
企
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
と
と
も
に
、
欧
米
や
中
国

経
済
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
あ

り
、
先
行
き
が
不
透
明
に
な
っ
て

い
る
。

　
引
き
続
き
、
原
油
、
原
材
料
価

格
や
電
力
料
金
の
高
騰
に
伴
う
採

算
性
悪
化
、
人
手
不
足
、
売
上
高

の
減
少
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、
経
営
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
今
後
は
、
企
業
の
生
産
性
の
向

上
と
効
率
化
が
よ
り
一
層
図
ら
れ

る
よ
う
、
進
化
を
遂
げ
て
い
る

G
X
、
D
X
、Ａ
Ｉ
を
経
営
に
生
か

し
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
B
C
P

な
ど
危
機
管
理
を
強
化
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

原
材
料
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
に
注
視

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
組
合
に
関
わ
り
の
あ
る
大
手
建

設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
世
界
の
経

済
成
長
率
の
鈍
化
や
イ
ン
フ
レ
率

の
高
止
ま
り
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
建
機
の
需
要
は
厳
し

く
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
資
源
価
格
の
高
止
ま

り
を
背
景
に
鉱
山
機
械
は
世
界
的

に
引
き
合
い
が
強
い
状
況
が
続
く

と
予
想
し
て
い
る
も
の
の
、
地
域

別
で
は
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興

国
は
堅
調
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ

る
供
給
網
の
混
乱
で
欧
州
や
北
米

に
不
安
材
料
が
残
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
影
響
か
ら
か
、
業
界

で
は
昨
年
夏
の
繁
忙
期
に
比
べ
る

と
定
時
操
業
が
増
え
て
き
て
い
る

企
業
も
あ
る
。
ま
た
原
材
料
費
、

人
件
費
等
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

増
の
影
響
を
十
分
に
価
格
転
嫁
で

き
る
の
か
な
ど
の
不
安
か
ら
、
現

景
況
感
と
し
て
は
突
出
し
て
好
調

に
推
移
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
落
ち
着
い
て
き
て
お
り
、
景
気

は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と

の
報
道
も
あ
る
が
、
懸
念
さ
れ
る

こ
と
は
原
材
料
費
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
の
影
響
で
、
国
際
経
済

の
減
速
に
伴
う
企
業
の
収
益
状
況

の
悪
化
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
は
景
気
の
回
復
を
実

感
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
国
の
施

策
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
発
化
と

製
造
業
全
体
で
の
回
復
基
調
に
期

待
し
た
い
。

い
ち
早
く
復
旧
支
援
活
動
を

展
開

　❽（一社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
最
近
の
景
気
動
向
は
、
コ
ロ
ナ
の

5
類
へ
移
行
後
、
社
会
活
動
の
制
限

措
置
が
緩
和
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に

戻
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
能
登
半
島
の

地
震
に
よ
り
、
様
相
が
一
変
し
た
。

　
地
震
発
生
後
直
ち
に
、
石
川
県
及

び
石
川
県
建
設
業
協
会
の
要
請
を
受

け
、
復
旧
作
業
の
支
援
活
動
に
い
ち

早
く
立
ち
上
が
り
、
被
災
道
路
の
啓

開
作
業
の
た
め
作
業
員
等
を
珠
洲
地

区
中
心
に
派
遣
し
、
現
在
も
継
続
的

に
災
害
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
市
内
に
お
い
て
も
、
道
路
舗
装
の

亀
裂
や
陥
没
が
多
数
発
生
し
、
翌
日

か
ら
復
旧
作
業
に
対
応
し
て
い
る
。

学
校
や
市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
施
設

に
お
い
て
も
、
損
傷
等
が
見
ら
れ
、

修
繕
等
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
物
価
、
資
機
材
等
の
価
格
高
騰
に

伴
う
コ
ス
ト
高
に
加
え
、
労
働
者
の

高
齢
化
や
人
件
費
の
高
騰
も
相
ま
っ

て
民
間
住
宅
等
の
受
注
工
事
の
採
算

確
保
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

　
４
月
か
ら
建
設
業
に
お
い
て
も
労

働
時
間
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
適

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
給
与
の
上
昇

や
働
き
方
改
革
に
よ
る
４
週
８
休
の

推
進
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
ま

す
ま
す
人
手
不
足
に
拍
車
が
か
か
る

と
と
も
に
、
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
改

修
の
コ
ス
ト
高
に
よ
る
注
文
住
宅
の

発
注
を
手
控
え
る
こ
と
が
大
変
懸
念

さ
れ
る
。

被
災
し
た
事
業
者
の

復
興
へ
の
負
担
が
大
き
い

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
一
時
期
の
勢
い
は
な
い
が
、
国

内
外
の
需
要
は
安
定
し
て
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
１
月
１
日
の
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
、
各
製
陶
所
で
は
、

製
品
や
製
作
に
使
用
す
る
型
が
多

く
破
損
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
災
害
廃
棄

物
の
処
理
費
や
、
新
た
に
型
を
製

作
し
直
す
費
用
な
ど
、
か
な
り
の

負
担
増
で
あ
り
、
ま
た
、
石
川
県

へ
の
観
光
客
の
減
少
も
あ
っ
て
、

需
要
が
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
２
月
以
降
は
、
復
興
に
向
け
て

動
き
出
す
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
問
題
も
解
消
さ
れ
て
く

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
３
月
に
は

北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
業
す

る
と
い
う
大
き
な
明
る
い
話
題
も

あ
る
の
で
、
復
興
を
後
押
し
で
き

る
よ
う
に
、
尽
力
し
た
い
。

力
を
合
わ
せ
て
難
局
を

乗
り
越
え
た
い

10
南
加
賀
青
果
食
品
商
業
協
同
組
合

　
我
々
の
業
界
で
は
、
な
か
な
か
売

り
上
げ
も
伸
び
ず
、
商
品
の
値
上
げ

も
続
い
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
市
場

で
も
、
12
月
末
で
卸
問
屋
が
閉
店
し

た
。
益
々
、
仕
入
が
難
し
い
の
が
、

現
状
で
あ
る
。○
○
屋
が
消
え
て
ゆ

く
時
代
の
流
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
っ

て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
力
を
合
わ
せ
て
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

物
流
２
０
２
４
年
問
題
が

懸
念
さ
れ
る

11
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
４
月
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
よ
り

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
等
の
改
善

の
た
め
の
基
準
が
適
用
と
な
る
。
慢

性
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
も
あ
り
、

輸
送
能
力
の
低
下
が
深
刻
化
す
る
。

物
流
2
0
2
4
年
問
題
が
懸
念
さ
れ

る
。

　
政
府
は
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
策
定
す
る
な
ど
国
を
挙
げ

て
対
応
に
動
い
て
い
る
。

　
国
際
情
勢
や
円
安
な
ど
に
よ
る

燃
料
を
始
め
と
す
る
物
価
高
の
長

期
化
は
運
送
事
業
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
く

価
格
へ
の
転
嫁
が
追
い
付
い
て
な

い
。

　
労
働
時
間
等
を
厳
守
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
長
距
離
に
ド
ラ
イ
バ
ー

１
人
が
週
３
回
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
を
週
２
回
に
運
行
回
数
を
減
ら

す
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
、
輸
送

量
が
３
分
の
１
減
少
せ
ざ
る
を
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
流
出
の
防
止
や
雇

用
を
維
持
す
る
た
め
に
も
荷
主
へ

運
賃
見
直
し
や
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
制
の
導
入
、
荷
待
ち
荷
卸
し
時

間
の
短
縮
を
お
願
い
し
、
ご
理
解
い

た
だ
け
な
い
荷
主
に
関
し
て
は
見
切

り
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

材
料
の
供
給
不
足
・

納
期
遅
延
の
慢
性
化
を
危
惧

12
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
影
響
で
一
般
住
宅
を
は
じ
め
、
製

造
拠
点
の
工
場
か
ら
被
災
修
理
依
頼

が
発
生
し
て
い
る
。

　
一
般
の
計
画
工
事
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
資
材
不
足
か
ら
当
初
の
工
期

見
直
し
や
遅
延
が
発
生
し
て
い
る
。

　
震
災
復
興
関
連
の
応
援
工
事
等
が

能
登
方
面
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か

ら
加
賀
方
面
と
の
工
事
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
工
事
受
注
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　
一
方
で
、
働
き
方
改
革
関
連
法
案

施
行
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
制
限
や

作
業
員
の
人
材
不
足
か
ら
の
現
場
作

業
遅
延
が
発
生
し
納
期
遅
れ
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
の
震
災
復
興
や
大

阪
万
博
の
工
事
が
始
ま
る
事
で
の
材

料
の
供
給
不
足
・
納
期
遅
延
の
慢
性

化
が
危
惧
さ
れ
る
。
材
料
仕
入
価
格

も
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
価
格
転

嫁
を
業
界
全
体
の
問
題
と
と
ら
え
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
公
共
工
事
は
前
年
度
よ
り
増
加
す

る
と
予
想
す
る
が
震
災
の
影
響
も
あ

り
、
見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
。

　
ま
た
、
慢
性
的
な
電
気
工
事
作
業

員
不
足
が
継
続
し
て
お
り
、
女
性
の

活
用
や
作
業
員
の
高
齢
化
対
策
・
若

手
の
人
材
育
成
、
施
工
管
理
体
制
の

見
直
し
な
ど
に
も
精
力
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

被
災
地
の
断
水
解
消
に

向
け
て
復
旧
活
動

13
小
松
管
工
事
協
同
組
合
　

　
民
間
企
業
の
設
備
投
資
が
少
し
ず

つ
増
加
し
て
い
る
が
、
数
年
前
か
ら

続
い
て
い
る
資
材
価
格
の
上
昇
が
著

し
く
、
資
材
に
よ
っ
て
は
年
に
数
回

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
工

事
を
受
注
し
て
も
積
算
時
の
価
格
と

現
状
の
価
格
と
で
乖
離
が
あ
り
採
算

が
悪
化
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
材
価
格
や
人
件
費
の
価

格
上
昇
に
よ
る
工
事
価
格
の
高
騰
も

影
響
し
、
計
画
さ
れ
て
い
た
工
事
も

延
期
や
中
止
に
な
る
な
ど
、
工
事
件

数
も
減
少
傾
向
で
、
今
後
に
不
安
を

感
じ
る
。

　
本
組
合
で
は
、
現
在
、
能
登
半
島

地
震
で
被
害
を
受
け
た
被
災
地
へ
出

向
き
、
一
日
も
早
い
断
水
解
消
に
向

け
て
水
道
管
路
の
応
急
復
旧
活
動
を

続
け
て
い
る
。
今
後
も
人
が
生
き
て

い
く
上
で
大
切
な
水
を
守
っ
て
い
る

我
々
の
業
界
が
し
っ
か
り
と
存
続
し

て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業
界

の
Ｐ
Ｒ
、
業
界
内
の
全
て
の
会
社
が

適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組
み
づ
く
り

を
通
し
て
働
く
人
の
処
遇
改
善
、
技

術
者
の
雇
用
と
育
成
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社
会
的

地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
業

界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

近
海
の
漁
獲
の

入
荷
量
が
減
少

14
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
能
登
の
震
災
以
降
、
特
に
能
登
近

海
の
漁
獲
入
荷
量
が
極
端
に
少
な
い

1011 小松商工会議所［2024.3］

業種別景況報告業種別景況報告



会議所の動き

2/132/13

小規模企業振興委員連絡会 2/152/15 小松市、小松公共職業安定所、
連合石川かが地域協議会

小松YEG（青年部）

2/72/7

講演する友田和幸氏（右）連絡会の様子 要望書を受けとる西会頭及び𠮷田中小企業対策委員長要望の様子

　
本
所
で
は
2
月
15
日（
木
）、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
　
友
田
和

幸
氏
を
迎
え
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
中
小
企
業
と
し
て
出
来

る
こ
と
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
友
田
氏
は
、
世
界
的
な
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
背
景
と
し
て
地
球
温
暖
化
や
企
業
の
脱
炭
素
経

営
の
動
き
が
あ
る
と
し
、
取
り
組
ま
な
い
こ
と
自
体
が
リ
ス
ク
で
あ
る
と
紹

介
し
た
。
ま
た
、
石
川
県
に
お
い
て
は
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言（
2
0
2
2
年
9
月
1
日
）、
石
川
県
環
境
総
合
計
画
の
改
定

（
2
0
2
2
年
9
月
）、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
本
部
の
設
置

（
2
0
2
3
年
9
月
）。
小
松
市
に
お
い
て
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

（
2
0
2
1
年
8
月
）な
ど
の
流
れ
を
説
明
。
ま
た
企
業
と
し
て
出
来
る
こ
と

は「
身
近
な
と
こ
ろ
の
省
エ
ネ
か
ら
は
じ
め
よ
う
」と
話
さ
れ
、
省
エ
ネ
診
断

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　
講
演
が
終
わ
っ
た
後
、
業
界
か
ら
の
報
告
で
は
能
登
地
震
に
よ
る
影
響
や
、

担
い
手
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
が
課
題
と
い
っ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

　
本
所
は
2
月
7
日（
水
）、
小
松
市
と
小
松
公
共
職
業
安
定
所
、
連

合
石
川
か
が
地
域
協
議
会
の
連
名
に
よ
る「
雇
用
確
保
及
び
労
働
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
」の
要
望
を
受
け
た
。
西
会
頭
と
中
小
企
業
対
策

委
員
会
の
𠮷
田
委
員
長
が
、
宮
橋
市
長
よ
り
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
。

　
要
望
書
で
は
、
安
定
し
た
働
く
場
の
提
供
と
、
安
心
か
つ
柔
軟
な
労
働
環

境
実
現
の
た
め
４
つ
の
要
望
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
西
会
頭
は「
こ
れ
ら
４

つ
は
ど
れ
も
重
要
な
事
項
。
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。」と
応
じ
た
。

要
望
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
労
働
者
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
雇
用
の
継
続
と
物
価
の

　
上
昇
に
見
合
う
賃
金
の
上
昇

●
深
刻
な
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め
D
X
の
促
進
や
中
高
年
齢
者
な
ど
働
く

　
意
欲
の
あ
る
方
の
積
極
的
な
雇
用

●
ひ
と
り
親
家
庭
や
子
育
て
世
代
へ
配
慮
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
時
間
単
位

　
取
得
制
度
の
策
定
な
ど
の
職
場
環
境
の
整
備

●
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
と
対
象
事
業
主
の
拡
大
に
対
応
し

　
た
計
画
的
な
雇
い
入
れ
の
実
施

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ

小
松
市
な
ど
３
団
体
か
ら
雇
用
要
望
を
受
け
る

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
金
子
哲
也
）は
２
月
13
日（
火
）、
第

２
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
現
地
参
加
、
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ

せ
て
メ
ン
バ
ー
30
名
が
参
加
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
令
和
６
年
度
小
松
Y
E
G
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
、
会
長
以
下
21
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
令
和
5
年
度

は
全
国
大
会
に
向
け
た
委
員
会
体
制
だ
っ
た
が
、
令
和
6
年
度
で
は

新
た
に
広
域
連
携
委
員
会
を
設
置
し
、
他
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
連
携
事
業
や

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
全

国
大
会
で
得
た
交
流
と
研
鑽
の
経
験
を
活
か
し
て
い
く
た
め
の
体
制

と
な
っ
た
。

　
来
賓
の
西
会
頭
か
ら
は「
全
国
大
会
は
小
松
、
石
川
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
地
域
の
経
済
を
け
ん
引
し
次
世

代
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
復
興
の
た
め
に
も
最

後
ま
で
全
員
の
力
で
や
り
抜
い
て
も
ら
い
た
い
。」と
、
激
励
の
言
葉

が
あ
っ
た
。

次
年
度
役
員
を
選
出

挨拶する金子会長総会の様子

小松商工会議所、
（一社）石川県経営者協会 2/162/16

講師の高桑由樹氏研修の様子

　
本
所
で
は
2
月
16
日（
金
）、（一社
）石
川
県
経
営
者
協

会
と
共
催
で„
イ
マ
ド
キ
部
下
“の
本
気
を
引
き
出
す
上

司
の
関
わ
り
方
研
修
を
開
催
し
、石
川
県
内
事
業
所
よ

り
11
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
D
a
B
a
D
e
e
㈱
代
表
取
締
役
の
高
桑
由
樹

氏
が
務
め
、Ｚ
世
代
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
や
取
り
組
み

方
、
そ
の
背
景
、
そ
し
て
会
社
が
求
め
ら
れ
る
対
応
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
実
施
し
、
参
加
者
は
自
社
で

の「
や
る
気
向
上
策
」や「
Ｚ
世
代
へ
の
対
応
」に
つ
い
て
考
え
、

ど
う
す
れ
ば
若
手
社
員
が
働
き
や
す
い
会
社
に
な
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
実
現
方
法
等
、

参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

Ｚ
世
代
の
若
手
社
員
と
ど
う
関
わ
る
か

状
況
が
続
い
て
い
る
。
又
、
地
域
に

お
け
る
各
種
会
合
の
中
で
も
大
人

数
の
会
合
が
自
粛
ム
ー
ド
の
影
響
で

キ
ャ
ン
セ
ル
が
目
立
つ
。
そ
の
為
、

業
務
用
の
魚
貝
類
の
需
要
が
低
調

で
あ
る
。

　
3
月
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
と
、

旅
行
割
の
効
果
で
3
月
以
降
温
泉
を

中
心
に
予
約
が
堅
調
で
、
2
月
に
落

ち
込
ん
だ
分
期
待
が
も
て
る
要
素
も

あ
る
が
、
長
続
き
す
る
か
は
先
行
き

不
安
で
あ
る
。

甚
大
な
地
震
の
影
響
を

受
け
る

15
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
ま
で
の
コ
ロ
ナ
に
続
き
、
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　
風
評
被
害
に
よ
る
長
期
不
振
と
な

ら
な
い
様
に
、
行
政
の
支
援
に
期
待

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
陸
新
幹
線

小
松
開
業
に
よ
り
観
光
客
の
増
加
に

も
期
待
し
た
い
。

応
援
要
請
が
あ
れ
ば
協
力

16
小
松
建
具
組
合

　
昨
年
ま
で
は
資
材
が
高
騰
し
て
い

た
が
、
少
し
落
ち
着
き
始
め
て
お
り
、

今
年
か
ら
は
仕
事
の
量
も
か
な
り
期

待
を
し
て
い
た
が
、
元
日
そ
う
そ
う

に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
、
大
変
な

事
に
な
っ
て
い
る
。

　
新
築
の
物
件
は
あ
ま
り
期
待
が
出

来
な
い
と
思
う
が
改
修
、
改
装
の
工

事
が
増
加
し
て
い
る
。

　
今
後
は
能
登
半
島
地
震
の
影
響
も

受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
能
登
方
面

に
は
同
業
者
も
沢
山
お
り
、
被
災
地

域
か
ら
の
応
援
の
要
請
が
あ
れ
ば
組

合
と
し
て
応
援
に
行
き
た
い
。

今
後
の
建
築
資
材
不
足
を

懸
念

17
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
建
築
資
材
の
物
価
は
少
し
落
ち
着

い
て
き
た
が
依
然
と
し
て
高
止
ま
り

傾
向
に
あ
る
。

　
受
注
状
況
は
少
し
持
ち
直
し
て
い

る
感
は
あ
る
が
職
人
の
高
齢
化
、
人

材
不
足
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

職
種
に
よ
っ
て
は
職
人
が
全
然
つ
か

ま
ら
な
い
時
が
あ
る
。

　
新
築
着
工
棟
数
は
少
し
下
が
り
始

め
て
い
る
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
工

事
は
上
昇
す
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
が
加
速
し
て

い
く
影
響
も
あ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関

連
工
事
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
住
宅
建

設
に
お
け
る
政
府
か
ら
の
補
助
金
な

ど
で
顧
客
の
購
買
意
欲
上
昇
に
期
待

し
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
が
景
気
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
今
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が

復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
、
住

宅
設
備
機
器
や
建
築
資
材
な
ど
が
不

足
し
工
事
の
遅
れ
や
工
事
の
中
止
な

ど
生
じ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　能登半島地震で被害に遭われた皆さまにお見舞い申し上げます。
　波乱の幕開けとなった今年、働き方改革に端を発した2024年問題がクローズアップされています。特に経済への影響が大き
いと考えられている物流関係について、小売業界の人からは悲壮な声が聞こえてきます。例えば東京都市部に売り場を持つお
店なら、これまで注文後翌日の午前中に届いていたものが翌々日に届くかどうか、という状況になりそうです。冷凍・冷蔵技
術が進化している魚介類はまだしも、果実や野菜などでは、鮮度が必要なビジネスは成立しにくくなるようです。
　新たに生じる時間差は、業種・業態によってはビジネスモデルの変革を迫ります。近年コンビニチェーンが店頭で調理した
ものを多く提供しているのは、セントラルキッチンから調理済み商品を提供する物流の仕組みが今後維持できなくなることを
見越しています。
  一方で、消費者から見ればつくりたてがコンビニで買えるのは、価値が向上したともいえます。また、一次産品を都市部に提供し
ていた地方から見れば、本当に鮮度の良いおいしいものは地方を訪ねて味わうしかないことを、逆に人を呼び寄せるチャンスだと
捉えることもできます。みんなに逆風が吹くときは、新たな挑戦や知恵を出したものが抜け駆けをするチャンスだともいえるのです。
　来たる2025年には人口が多い団塊の世代が75歳以上になる、2025年問題が待ち受けています。働き手が減り、社会負担が
増え、経済全体が弱体化する要因になると考えられています。年齢構成の話なので、法の施行による2024年問題とは違って変
化は緩やかに起きます。
　先日とある地方の工務店から、高齢者が資産を使って、残された家族のためにコンパクトで利便性の高い住宅を建てるケー
スが増えているという話を聞きました。平屋のバリアフリーで、身体能力が衰えてきても快適に暮らせるようなサイズと設備
を備えたものが望まれるそうです。これまでのファミリーが住宅を買う・建てるのとは全く違う市場の出現とも捉えられます。
おそらくさまざまな分野で、これまでは全く必要とされなかった新しいシニア向けのニーズが発生するのだと思います。
　過疎と高齢化は地方がより進んでいますから、市場構造の変化は地方で先に起こり、シニア向けの新しい商品は地方の中小事業
者から生まれるのかもしれません。そんなことを感じさせる事例の一つに、高知県の老舗乳業メーカーが発売した、とろみ付きミ
ルクがあります。80～90歳をターゲットに誤嚥（ごえん）を防ぐため、あらかじめ適当なとろみを付けています。牛乳にとろみを付
けるための添加剤はこれまでにもありましたが、最初から高齢者向けと割り切ってとろみを付けたミルクは無かったようです。これ
は高齢化に直面する地方ならではの商品開発。このようにピンチはチャンスに変わる可能性も感じられます。

日経ＢＰ総合研究所　上席研究員　渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経BP総合研究所 上席研究員。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、
コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を
実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

「2024年問題と2025年問題、ピンチをチャンスに変えられるか」

1213 小松商工会議所［2024.3］

業種別景況報告



会議所の動き

2/132/13

小規模企業振興委員連絡会 2/152/15 小松市、小松公共職業安定所、
連合石川かが地域協議会

小松YEG（青年部）

2/72/7

講演する友田和幸氏（右）連絡会の様子 要望書を受けとる西会頭及び𠮷田中小企業対策委員長要望の様子

　
本
所
で
は
2
月
15
日（
木
）、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
　
友
田
和

幸
氏
を
迎
え
、小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会
を
開
催
し
た
。

　
連
絡
会
で
は「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
中
小
企
業
と
し
て
出
来

る
こ
と
」と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し
た
。
友
田
氏
は
、
世
界
的
な
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
背
景
と
し
て
地
球
温
暖
化
や
企
業
の
脱
炭
素
経

営
の
動
き
が
あ
る
と
し
、
取
り
組
ま
な
い
こ
と
自
体
が
リ
ス
ク
で
あ
る
と
紹

介
し
た
。
ま
た
、
石
川
県
に
お
い
て
は
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言（
2
0
2
2
年
9
月
1
日
）、
石
川
県
環
境
総
合
計
画
の
改
定

（
2
0
2
2
年
9
月
）、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
本
部
の
設
置

（
2
0
2
3
年
9
月
）。
小
松
市
に
お
い
て
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

（
2
0
2
1
年
8
月
）な
ど
の
流
れ
を
説
明
。
ま
た
企
業
と
し
て
出
来
る
こ
と

は「
身
近
な
と
こ
ろ
の
省
エ
ネ
か
ら
は
じ
め
よ
う
」と
話
さ
れ
、
省
エ
ネ
診
断

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　
講
演
が
終
わ
っ
た
後
、
業
界
か
ら
の
報
告
で
は
能
登
地
震
に
よ
る
影
響
や
、

担
い
手
の
高
齢
化
、
人
手
不
足
が
課
題
と
い
っ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

　
本
所
は
2
月
7
日（
水
）、
小
松
市
と
小
松
公
共
職
業
安
定
所
、
連

合
石
川
か
が
地
域
協
議
会
の
連
名
に
よ
る「
雇
用
確
保
及
び
労
働
環

境
の
改
善
に
つ
い
て
」の
要
望
を
受
け
た
。
西
会
頭
と
中
小
企
業
対
策

委
員
会
の
𠮷
田
委
員
長
が
、
宮
橋
市
長
よ
り
要
望
書
を
受
け
取
っ
た
。

　
要
望
書
で
は
、
安
定
し
た
働
く
場
の
提
供
と
、
安
心
か
つ
柔
軟
な
労
働
環

境
実
現
の
た
め
４
つ
の
要
望
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
西
会
頭
は「
こ
れ
ら
４

つ
は
ど
れ
も
重
要
な
事
項
。
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。」と
応
じ
た
。

要
望
の
内
容
は
次
の
通
り
。

●
労
働
者
の
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た
め
雇
用
の
継
続
と
物
価
の

　
上
昇
に
見
合
う
賃
金
の
上
昇

●
深
刻
な
人
手
不
足
の
解
消
の
た
め
D
X
の
促
進
や
中
高
年
齢
者
な
ど
働
く

　
意
欲
の
あ
る
方
の
積
極
的
な
雇
用

●
ひ
と
り
親
家
庭
や
子
育
て
世
代
へ
配
慮
し
た
年
次
有
給
休
暇
の
時
間
単
位

　
取
得
制
度
の
策
定
な
ど
の
職
場
環
境
の
整
備

●
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
と
対
象
事
業
主
の
拡
大
に
対
応
し

　
た
計
画
的
な
雇
い
入
れ
の
実
施

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ

小
松
市
な
ど
３
団
体
か
ら
雇
用
要
望
を
受
け
る

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
金
子
哲
也
）は
２
月
13
日（
火
）、
第

２
回
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
現
地
参
加
、
オ
ン
ラ
イ
ン
あ
わ

せ
て
メ
ン
バ
ー
30
名
が
参
加
し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
令
和
６
年
度
小
松
Y
E
G
役
員
の
選
出
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
、
会
長
以
下
21
名
の
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。
令
和
5
年
度

は
全
国
大
会
に
向
け
た
委
員
会
体
制
だ
っ
た
が
、
令
和
6
年
度
で
は

新
た
に
広
域
連
携
委
員
会
を
設
置
し
、
他
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
連
携
事
業
や

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
全

国
大
会
で
得
た
交
流
と
研
鑽
の
経
験
を
活
か
し
て
い
く
た
め
の
体
制

と
な
っ
た
。

　
来
賓
の
西
会
頭
か
ら
は「
全
国
大
会
は
小
松
、
石
川
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
地
域
の
経
済
を
け
ん
引
し
次
世

代
へ
つ
な
げ
る
た
め
、
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
復
興
の
た
め
に
も
最

後
ま
で
全
員
の
力
で
や
り
抜
い
て
も
ら
い
た
い
。」と
、
激
励
の
言
葉

が
あ
っ
た
。

次
年
度
役
員
を
選
出

挨拶する金子会長総会の様子

小松商工会議所、
（一社）石川県経営者協会 2/162/16

講師の高桑由樹氏研修の様子

　
本
所
で
は
2
月
16
日（
金
）、（一社
）石
川
県
経
営
者
協

会
と
共
催
で„
イ
マ
ド
キ
部
下
“の
本
気
を
引
き
出
す
上

司
の
関
わ
り
方
研
修
を
開
催
し
、石
川
県
内
事
業
所
よ

り
11
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
D
a
B
a
D
e
e
㈱
代
表
取
締
役
の
高
桑
由
樹

氏
が
務
め
、Ｚ
世
代
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
や
取
り
組
み

方
、
そ
の
背
景
、
そ
し
て
会
社
が
求
め
ら
れ
る
対
応
等
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
実
施
し
、
参
加
者
は
自
社
で

の「
や
る
気
向
上
策
」や「
Ｚ
世
代
へ
の
対
応
」に
つ
い
て
考
え
、

ど
う
す
れ
ば
若
手
社
員
が
働
き
や
す
い
会
社
に
な
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
実
現
方
法
等
、

参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

Ｚ
世
代
の
若
手
社
員
と
ど
う
関
わ
る
か

状
況
が
続
い
て
い
る
。
又
、
地
域
に

お
け
る
各
種
会
合
の
中
で
も
大
人

数
の
会
合
が
自
粛
ム
ー
ド
の
影
響
で

キ
ャ
ン
セ
ル
が
目
立
つ
。
そ
の
為
、

業
務
用
の
魚
貝
類
の
需
要
が
低
調

で
あ
る
。

　
3
月
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸
と
、

旅
行
割
の
効
果
で
3
月
以
降
温
泉
を

中
心
に
予
約
が
堅
調
で
、
2
月
に
落

ち
込
ん
だ
分
期
待
が
も
て
る
要
素
も

あ
る
が
、
長
続
き
す
る
か
は
先
行
き

不
安
で
あ
る
。

甚
大
な
地
震
の
影
響
を

受
け
る

15
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
ま
で
の
コ
ロ
ナ
に
続
き
、
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
甚
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。

　
風
評
被
害
に
よ
る
長
期
不
振
と
な

ら
な
い
様
に
、
行
政
の
支
援
に
期
待

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
北
陸
新
幹
線

小
松
開
業
に
よ
り
観
光
客
の
増
加
に

も
期
待
し
た
い
。

応
援
要
請
が
あ
れ
ば
協
力

16
小
松
建
具
組
合

　
昨
年
ま
で
は
資
材
が
高
騰
し
て
い

た
が
、
少
し
落
ち
着
き
始
め
て
お
り
、

今
年
か
ら
は
仕
事
の
量
も
か
な
り
期

待
を
し
て
い
た
が
、
元
日
そ
う
そ
う

に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
、
大
変
な

事
に
な
っ
て
い
る
。

　
新
築
の
物
件
は
あ
ま
り
期
待
が
出

来
な
い
と
思
う
が
改
修
、
改
装
の
工

事
が
増
加
し
て
い
る
。

　
今
後
は
能
登
半
島
地
震
の
影
響
も

受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
。
能
登
方
面

に
は
同
業
者
も
沢
山
お
り
、
被
災
地

域
か
ら
の
応
援
の
要
請
が
あ
れ
ば
組

合
と
し
て
応
援
に
行
き
た
い
。

今
後
の
建
築
資
材
不
足
を

懸
念

17
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
建
築
資
材
の
物
価
は
少
し
落
ち
着

い
て
き
た
が
依
然
と
し
て
高
止
ま
り

傾
向
に
あ
る
。

　
受
注
状
況
は
少
し
持
ち
直
し
て
い

る
感
は
あ
る
が
職
人
の
高
齢
化
、
人

材
不
足
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

職
種
に
よ
っ
て
は
職
人
が
全
然
つ
か

ま
ら
な
い
時
が
あ
る
。

　
新
築
着
工
棟
数
は
少
し
下
が
り
始

め
て
い
る
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
工

事
は
上
昇
す
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
が
加
速
し
て

い
く
影
響
も
あ
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関

連
工
事
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
住
宅
建

設
に
お
け
る
政
府
か
ら
の
補
助
金
な

ど
で
顧
客
の
購
買
意
欲
上
昇
に
期
待

し
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
が
景
気
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
今
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が

復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
た
時
、
住

宅
設
備
機
器
や
建
築
資
材
な
ど
が
不

足
し
工
事
の
遅
れ
や
工
事
の
中
止
な

ど
生
じ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　能登半島地震で被害に遭われた皆さまにお見舞い申し上げます。
　波乱の幕開けとなった今年、働き方改革に端を発した2024年問題がクローズアップされています。特に経済への影響が大き
いと考えられている物流関係について、小売業界の人からは悲壮な声が聞こえてきます。例えば東京都市部に売り場を持つお
店なら、これまで注文後翌日の午前中に届いていたものが翌々日に届くかどうか、という状況になりそうです。冷凍・冷蔵技
術が進化している魚介類はまだしも、果実や野菜などでは、鮮度が必要なビジネスは成立しにくくなるようです。
　新たに生じる時間差は、業種・業態によってはビジネスモデルの変革を迫ります。近年コンビニチェーンが店頭で調理した
ものを多く提供しているのは、セントラルキッチンから調理済み商品を提供する物流の仕組みが今後維持できなくなることを
見越しています。
  一方で、消費者から見ればつくりたてがコンビニで買えるのは、価値が向上したともいえます。また、一次産品を都市部に提供し
ていた地方から見れば、本当に鮮度の良いおいしいものは地方を訪ねて味わうしかないことを、逆に人を呼び寄せるチャンスだと
捉えることもできます。みんなに逆風が吹くときは、新たな挑戦や知恵を出したものが抜け駆けをするチャンスだともいえるのです。
　来たる2025年には人口が多い団塊の世代が75歳以上になる、2025年問題が待ち受けています。働き手が減り、社会負担が
増え、経済全体が弱体化する要因になると考えられています。年齢構成の話なので、法の施行による2024年問題とは違って変
化は緩やかに起きます。
　先日とある地方の工務店から、高齢者が資産を使って、残された家族のためにコンパクトで利便性の高い住宅を建てるケー
スが増えているという話を聞きました。平屋のバリアフリーで、身体能力が衰えてきても快適に暮らせるようなサイズと設備
を備えたものが望まれるそうです。これまでのファミリーが住宅を買う・建てるのとは全く違う市場の出現とも捉えられます。
おそらくさまざまな分野で、これまでは全く必要とされなかった新しいシニア向けのニーズが発生するのだと思います。
　過疎と高齢化は地方がより進んでいますから、市場構造の変化は地方で先に起こり、シニア向けの新しい商品は地方の中小事業
者から生まれるのかもしれません。そんなことを感じさせる事例の一つに、高知県の老舗乳業メーカーが発売した、とろみ付きミ
ルクがあります。80～90歳をターゲットに誤嚥（ごえん）を防ぐため、あらかじめ適当なとろみを付けています。牛乳にとろみを付
けるための添加剤はこれまでにもありましたが、最初から高齢者向けと割り切ってとろみを付けたミルクは無かったようです。これ
は高齢化に直面する地方ならではの商品開発。このようにピンチはチャンスに変わる可能性も感じられます。

日経ＢＰ総合研究所　上席研究員　渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経BP総合研究所 上席研究員。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、
コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を
実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

「2024年問題と2025年問題、ピンチをチャンスに変えられるか」

1213 小松商工会議所［2024.3］
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■所在地　　　小松市八日市町62-2
■TEL　　   　0761-27-5229
■営業時間　　平日14：00～24：00
　　　　　　　土日11：30～24：00
■定休日　　　火曜日
■駐車場　　　店前に2台あり
■URL　　   　https://cafebarikka.com
■Instagram　@ikka_cafebar

I
K
K
A
で
も 

行
っ
か
！

　〜
ひ
と
息
つ
け
る
憩
い
の
場
〜

代表　井川　美由紀

華
つ
う
し
ん
No.302

女
性
会

会員事業所紹介

CAFE＋BAR ＩＫＫＡ　
C
A
F
E
+
B
A
R
　
I
K
K
A
は
、

令
和
3
年
11
月
、
八
日
市
商
店
街
に

オ
ー
プ
ン
し
た
昼
飲
み
と
夜
カ
フ
ェ
が

楽
し
め
る
お
店
で
す
。

　
店
名
に
は
、①「一家
」で
経
営
し
て
い

る
、②
代
表
の
井
川
さ
ん
の
学
生
時
代

の
あ
だ
名
が「
い
か
ち
ゃ
ん
」、③

「
I
K
K
A
」で
も「
行
っ
か
！
」と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
お
店
に
し
た
い
と
い
う
３
つ
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
比
較
的
長
い
の
で
、
お

客
様
の
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
時
間

を
選
ば
ず
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
代
表
の
井
川
さ
ん
ご
家
族
で

経
営
さ
れ
て
お
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

温
か
い
空
間
で
ゆ
っ
た
り
と
寛
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
小
さ
な
お
子
様
か
ら

ご
年
配
の
方
ま
で
、
男
女
問
わ
ず
、
幅

広
い
世
代
の
方
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
店
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
が
、
昼

に
お
酒
、
夜
に
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
充
実
し
て
お
り
、「
ふ

わ
と
ろ
卵
の
オ
ム
ラ
イ
ス
」、「
喫
茶
店

の
ナ
ポ
リ
タ
ン
」、「
大
人
の
テ
ィ
ラ
ミ

ス
」、「
懐
か
し
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」は

特
に
人
気
で
す
。
ス
イ
ー
ツ
や
お
酒
に

合
う
お
つ
ま
み
は
日
替
わ
り
な
の
で
、

毎
日
行
っ
て
も
飽
き
ず
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
に
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

井
川
さ
ん
の
開
業
当
初
か
ら
の
思
い
が

あ
り
、
50
種
類
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を

含
む
ド
リ
ン
ク
は
全
て
３
０
０
円
で
す
。

　 「
八
日
市
商
店
街
に
お
店
を
構
え
た

の
は
、
少
し
で
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
。
地

元
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
、
ひ
と
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
こ
ん

な
お
店
が
欲
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
お
店
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」と
代
表
の
井
川
さ
ん
。

　
忙
し
い
日
々
の
中
で一
人
安
ら
ぐ
時

間
が
欲
し
い
方
、
み
ん
な
で
楽
し
く
お

酒
を
飲
み
た
い
方
、
ご
友
人
と
話
し
な

が
ら
カ
フ
ェ
を
楽
し
み
た
い
方
な
ど
、

ど
ん
な
シ
ー
ン
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
お
店
で
す
。

　
皆
様
も
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
I
n
s
t
a
g
r
a
m
は

日
々
更
新
中
で
す
の
で
要
チ
ェッ
ク
！ふわとろ卵のオムライス 600 円

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000
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●
團十郎
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Ｒ
小
松
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使
用
済
み
切
手｣ ｢

書
き
損
じ
は
が
き｣

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

回
収
し
て
い
ま
す

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
普
段
は
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
使
用
済
み

切
手
や
書
き
損
じ
は
が
き
を
集
め
て
国
際
協
力
に
活
用
し
、
社
会
啓
発
活
動
や
、

ワ
ク
チ
ン
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
苦
し
ん
で
い
る
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
達
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
使
用
済

み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
に
是
非
と
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

◆
切
手
の
切
り
取
り
方
法
と
分
類
方
法

　
①
切
手
は
消
印
を
切
り
取
ら
な
い
で
、
図
の
よ
う

　
　
に
切
手
と
消
印
を
合
わ
せ
て
切
り
取
っ
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　（
何
枚
か
ま
と
め
て
貼
っ
て
あ
る
切
手
は
、
ま
と

　
　 

め
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
）

　
②
切
手
は
重
量
で
引
き
取
ら
れ
る
た
め
、
切
手
の

　
　
枚
数
は
数
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
寄
付
ま
で
の
流
れ

　
集
ま
っ
た
使
用
済
み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
は
収
集
団
体
に
送
ら
れ
、
切

　
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
加
工
さ
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
回
収
場
所

　
小
松
商
工
会
議
所
窓
口
ま
た
は
女
性
会
会
員
事
業
所（
回
収
登
録
事
業
所
）

　
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。

　
回
収
事
業
所
に
つ
い
て
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
郵
便
窓
口

　
普
通
郵
便
や
宅
配
便
で
女
性
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
※
送
料
は
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〒
9
2
3-

8
5
6
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■所在地　　　小松市八日市町62-2
■TEL　　   　0761-27-5229
■営業時間　　平日14：00～24：00
　　　　　　　土日11：30～24：00
■定休日　　　火曜日
■駐車場　　　店前に2台あり
■URL　　   　https://cafebarikka.com
■Instagram　@ikka_cafebar

I
K
K
A
で
も 

行
っ
か
！

　〜
ひ
と
息
つ
け
る
憩
い
の
場
〜

代表　井川　美由紀

華
つ
う
し
ん
No.302

女
性
会

会員事業所紹介

CAFE＋BAR ＩＫＫＡ　
C
A
F
E
+
B
A
R
　
I
K
K
A
は
、

令
和
3
年
11
月
、
八
日
市
商
店
街
に

オ
ー
プ
ン
し
た
昼
飲
み
と
夜
カ
フ
ェ
が

楽
し
め
る
お
店
で
す
。

　
店
名
に
は
、①「一家
」で
経
営
し
て
い

る
、②
代
表
の
井
川
さ
ん
の
学
生
時
代

の
あ
だ
名
が「
い
か
ち
ゃ
ん
」、③

「
I
K
K
A
」で
も「
行
っ
か
！
」と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
お
店
に
し
た
い
と
い
う
３
つ
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
比
較
的
長
い
の
で
、
お

客
様
の
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
時
間

を
選
ば
ず
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
代
表
の
井
川
さ
ん
ご
家
族
で

経
営
さ
れ
て
お
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

温
か
い
空
間
で
ゆ
っ
た
り
と
寛
ぐ
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
小
さ
な
お
子
様
か
ら

ご
年
配
の
方
ま
で
、
男
女
問
わ
ず
、
幅

広
い
世
代
の
方
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
店
の
特
徴
で
も
あ
り
ま
す
が
、
昼

に
お
酒
、
夜
に
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
は
嬉
し
い
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
充
実
し
て
お
り
、「
ふ

わ
と
ろ
卵
の
オ
ム
ラ
イ
ス
」、「
喫
茶
店

の
ナ
ポ
リ
タ
ン
」、「
大
人
の
テ
ィ
ラ
ミ

ス
」、「
懐
か
し
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
」は

特
に
人
気
で
す
。
ス
イ
ー
ツ
や
お
酒
に

合
う
お
つ
ま
み
は
日
替
わ
り
な
の
で
、

毎
日
行
っ
て
も
飽
き
ず
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
に
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

井
川
さ
ん
の
開
業
当
初
か
ら
の
思
い
が

あ
り
、
50
種
類
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を

含
む
ド
リ
ン
ク
は
全
て
３
０
０
円
で
す
。

　 「
八
日
市
商
店
街
に
お
店
を
構
え
た

の
は
、
少
し
で
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
。
地

元
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
、
ひ
と
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
こ
ん

な
お
店
が
欲
し
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
お
店
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」と
代
表
の
井
川
さ
ん
。

　
忙
し
い
日
々
の
中
で一
人
安
ら
ぐ
時

間
が
欲
し
い
方
、
み
ん
な
で
楽
し
く
お

酒
を
飲
み
た
い
方
、
ご
友
人
と
話
し
な

が
ら
カ
フ
ェ
を
楽
し
み
た
い
方
な
ど
、

ど
ん
な
シ
ー
ン
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
お
店
で
す
。

　
皆
様
も
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
I
n
s
t
a
g
r
a
m
は

日
々
更
新
中
で
す
の
で
要
チ
ェッ
ク
！ふわとろ卵のオムライス 600 円

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000

��� ���������������������
�������

360

●
團十郎
芸術劇場
うらら

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

Cafe+Bar
 IKKA

★

細工町

土屋原町北

土屋原町

京町

竜助町北

竜助町

｢

使
用
済
み
切
手｣ ｢

書
き
損
じ
は
が
き｣

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

回
収
し
て
い
ま
す

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
普
段
は
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
使
用
済
み

切
手
や
書
き
損
じ
は
が
き
を
集
め
て
国
際
協
力
に
活
用
し
、
社
会
啓
発
活
動
や
、

ワ
ク
チ
ン
支
援
が
受
け
ら
れ
ず
苦
し
ん
で
い
る
開
発
途
上
国
の
子
ど
も
達
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
使
用
済

み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
に
是
非
と
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

◆
切
手
の
切
り
取
り
方
法
と
分
類
方
法

　
①
切
手
は
消
印
を
切
り
取
ら
な
い
で
、
図
の
よ
う

　
　
に
切
手
と
消
印
を
合
わ
せ
て
切
り
取
っ
て
く
だ

　
　
さ
い
。

　
　（
何
枚
か
ま
と
め
て
貼
っ
て
あ
る
切
手
は
、
ま
と

　
　 

め
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
）

　
②
切
手
は
重
量
で
引
き
取
ら
れ
る
た
め
、
切
手
の

　
　
枚
数
は
数
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

◆
寄
付
ま
で
の
流
れ

　
集
ま
っ
た
使
用
済
み
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
は
収
集
団
体
に
送
ら
れ
、
切

　
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
加
工
さ
れ
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
回
収
場
所

　
小
松
商
工
会
議
所
窓
口
ま
た
は
女
性
会
会
員
事
業
所（
回
収
登
録
事
業
所
）

　
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。

　
回
収
事
業
所
に
つ
い
て
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
郵
便
窓
口

　
普
通
郵
便
や
宅
配
便
で
女
性
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
※
送
料
は
ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〒
9
2
3-

8
5
6
6
　
小
松
市
園
町
ニ
1
番
地
　

　
　
小
松
商
工
会
議
所
　
女
性
会

1415 小松商工会議所［2024.3］

会員事業所紹介 華つうしん



❶農地の宅地転用手続をしたいとき　
❷宅地転用して事業
　(店舗・駐車場、賃貸業)をしたいとき
❸宅地転用後、売却(譲渡)をしたいとき

行政書士によるスムーズな宅地転用開発許可手続きが必要です。

税理士による記帳指導や税務指導手続きが大切です。
税理士による税務申告指導が大切です。

TEL 0761-72-4091
FAX 0761-72-3577

これらの手続きや税金面でのご相談は最適な案を示し解決しますのでご相談ください。

（ご自身の大切な農地（田・畑）を宅地に転用し活用したい場合の相談）

平日９時～20時（要予約）【ご相談予約・お問い合わせ先】
南加賀不動産対策本部
運営：南出利之税理士事務所

本部 行政書士 :南出 利之
本部 税理士 :南出 利之

〒922-0823  石川県加賀市黒瀬町ホ45番地

小
松
商
店
会
連
盟
か
ら
の
お
知
ら
せ

　小松商店会連盟の「第12回こまつまちゼミ」が17店舗18講座
の内容で2月17日から3月10日の期間でスタートしています。
　「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならではの「コツ」
や「知識」を教えてくれるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。

　「季節の寄せ植え作り」や「スマホ教室体験」「お肌のイキイキマッサージ」など
参加しやすい内容で実施していますので、是非ご参加ください。
■3月1日～3月10日に開催する「まちゼミ」は次のとおりです。
　申込方法については、右記ＱＲコード、小松商店会連盟・こまつ
まちゼミＨＰにてご確認ください。

お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る
!

　
　
　得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
こ
ま
つ

3
月
1
日
以
降
分 

開
催
日
・
講
座
名

「
第
12
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」ス
タ
ー
ト

「
第
12
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」ス
タ
ー
ト

「
第
12
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」ス
タ
ー
ト

「
第
12
回
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ
ミ
」ス
タ
ー
ト

ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
やってみよう！お肌のイキイキマッサージ
まくらと敷布団は体に合っていますか？
シニアと超初心者向けパソコン教室体験
シニアと超初心者向けスマホ教室体験
30分で今よりもっと似合う眉！
やってみよう！お肌のイキイキマッサージ
シールを作ってみませんか!?
シニアと超初心者向けパソコン教室体験
シニアと超初心者向けスマホ教室体験
30分で今よりもっと似合う眉！

やってみよう！お肌のイキイキマッサージ
寒い時期に体温まる生姜シロップを作ろう！

ＥＱ脳トレジム

四代目が教えるお魚さばき方講座

やってみよう！お肌のイキイキマッサージ

ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
キレイ・カンタン季節の寄せ植え作り

お彼岸に仏具のお手入れ仏事のイロハ
キレイ・カンタン季節の寄せ植え作り
家族葬ってどんなお葬式？

1日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

2日

3日

4日

4日

小
松
商
工
会
議
所 

会 

報 

3
月
号（
7
2
0
号
）

令
和
6
年
2
月
29
日
発
行（
毎
月
30
日
発
行
）

編
集
・
発
行
　
小
松
商
工
会
議
所 
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